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米
沢
市
の
概

米
沢
市
の
概
要要

　
米
沢
市
は
山
形
県
の
最
南
端
に
位
置
し

米
沢
市
は
山
形
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、、

福
島
県
と
の
県
境
に
接
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
と
の
県
境
に
接
し
て
い
ま
す
。
夏夏

は
高
温
多
湿
、
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
、

は
高
温
多
湿
、
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
、
特特

別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
年年

間
累
計
降
雪
は

間
累
計
降
雪
は
　
斡斡
に
達
す
る
こ
と
も

に
達
す
る
こ
と
も
ああ

１０１０

り
、
市
街
地
で
も
平
年
の
最
高
積
雪
が

り
、
市
街
地
で
も
平
年
の
最
高
積
雪
が
１１

斡斡
に
達
す
る
ほ
ど
の
降
雪
が
あ
り
ま
す

に
達
す
る
ほ
ど
の
降
雪
が
あ
り
ま
す
。。

ま
た
、
米
沢
市
は

　
ま
た
、
米
沢
市
は
「「
置
賜
 置
  賜
 地
域
」
と
呼

地
域
」
と
呼

お
き
た

お
き
 た
まま

ば
れ
て
い
る
県
南
３
市
５
町
の
中
で
中

ば
れ
て
い
る
県
南
３
市
５
町
の
中
で
中
心心

的
な
機
能
を
も
つ
都
市
で
す
。
市
制
施

的
な
機
能
を
も
つ
都
市
で
す
。
市
制
施
行行

は
明
治

年
で
日
本
で
最
初
に
市
制
を

は
明
治
　
年
で
日
本
で
最
初
に
市
制
を
施施

２２２２

行
し
た
全
国

市
の
中
の
１
市
で
、
今

行
し
た
全
国
　
市
の
中
の
１
市
で
、
今
年年

３９３９

で
市
制
１
２
４
年
を
迎
え
ま
し
た

で
市
制
１
２
４
年
を
迎
え
ま
し
た
。。

歴歴
史史
　

鎌
倉
時
代
に
は
、
地
頭
・
長
井
氏
が

　
鎌
倉
時
代
に
は
、
地
頭
・
長
井
氏
が
米米

沢
に
本
拠
を
置
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り

沢
に
本
拠
を
置
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、、

そ
の
後
、
伊
達
氏
が
置
賜
を
領
し
、
米

そ
の
後
、
伊
達
氏
が
置
賜
を
領
し
、
米
沢沢

城
下
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
「
独
眼
竜

城
下
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
「
独
眼
竜
政政

宗
」
で
も
知
ら
れ
る
伊
達
政
宗
も
米
沢

宗
」
で
も
知
ら
れ
る
伊
達
政
宗
も
米
沢
城城

で
生
ま
れ
、

歳
ま
で
米
沢
で
過
ご
し

で
生
ま
れ
、
　
歳
ま
で
米
沢
で
過
ご
し
まま

２５２５

し
た
し
た
。。

江
戸
時
代
に
は
、
上
杉
景
勝
が
越
後

　
江
戸
時
代
に
は
、
上
杉
景
勝
が
越
後
かか

ら
会
津
を
経
て
米
沢
に
入
り
、
重
臣
・

ら
会
津
を
経
て
米
沢
に
入
り
、
重
臣
・
直直

江
兼
続
の
指
揮
で
城
下
が
拡
張
さ
れ
、

江
兼
続
の
指
揮
で
城
下
が
拡
張
さ
れ
、
現現

在
の
米
沢
市
街
の
基
盤
が
築
か
れ
ま
し
た

在
の
米
沢
市
街
の
基
盤
が
築
か
れ
ま
し
た
。。

以
後
、
米
沢
は
上
杉
氏
（
米
沢
藩
）
の

以
後
、
米
沢
は
上
杉
氏
（
米
沢
藩
）
の
城城

下
町
と
し
て
発
展
し
、
現
在
に
至
っ
て

下
町
と
し
て
発
展
し
、
現
在
に
至
っ
て
いい

ま
す
ま
す
。。

　市では市制施行からちょう市では市制施行からちょうどど６０６０年に当たる年に当たる１２月１５１２月１５日に、吉良家と上杉家の「三重の縁日に、吉良家と上杉家の「三重の縁」」

などでゆかりのある、山形県米沢市と友好都市を提携します。上杉氏の城下町としてなどでゆかりのある、山形県米沢市と友好都市を提携します。上杉氏の城下町として知知

られる米沢市とはどのようなまちで、どんな歴史的な関係を築いてきたのでしょうかられる米沢市とはどのようなまちで、どんな歴史的な関係を築いてきたのでしょうか。。

今号では、友好都市を提携する米沢市をご紹介します今号では、友好都市を提携する米沢市をご紹介します。。

問合問合先先　秘書課秘書担秘書課秘書担当当（（緯緯６５６５・・２１７１２１７１））

米
沢
市
の
歴

米
沢
市
の
歴
史史

米
沢
市
の
概

米
沢
市
の
概
要要

YonezawaCitYonezawa Cityy山形山形県県

愛と義のま愛と義のまちち

米沢米沢市市

米沢市デー米沢市データタ

◆人口◆人口　８６，０１８６，０１５５人人

（（男性男性　４１，４６４１，４６８８人人

女性　女性　４４４４，，５４７５４７人）人）

◆世帯数◆世帯数　３２３２，，５５０５５０人人

◆面積◆面積　５４８５４８．．７４７４錫錫

◆最大標高◆最大標高　２２，，０３５０３５杓杓

（西吾妻山（西吾妻山））

※※２２５５年年９月９月１１日現在日現在。。



上
杉
家
と
の
「
三
重
の
縁

上
杉
家
と
の
「
三
重
の
縁
」」

徳
川
幕
府
が
始
ま
っ
て

年
ほ
ど
経

　
徳
川
幕
府
が
始
ま
っ
て
　
年
ほ
ど
経
っっ

５０５０

た
万
治
元
（
１
６
５
８
）
年
、
三
代
米

た
万
治
元
（
１
６
５
８
）
年
、
三
代
米
沢沢

藩
主
上
杉
綱
勝
の
妹
三

藩
主
上
杉
綱
勝
の
妹
三
姫姫（
富
子
）

（
富
子
）が
幕
府

が
幕
府

高
家
の
吉
良
義
央
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
そ

高
家
の
吉
良
義
央
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
そ
のの

６
年
後
、
か
ね
て
病
弱
だ
っ
た
綱
勝
は

６
年
後
、
か
ね
て
病
弱
だ
っ
た
綱
勝
は
　２７２７

歳
で
急
逝
。
綱
勝
の
妻
も
既
に
亡
く
な

歳
で
急
逝
。
綱
勝
の
妻
も
既
に
亡
く
な
っっ

て
お
り
、
子
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
幕

て
お
り
、
子
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
幕
府府

でで
はは
「
跡
継
ぎ
の
い
な
い
大
名
は
取
り

「
跡
継
ぎ
の
い
な
い
大
名
は
取
り
つつ

ぶ
し
ぶ
し
」」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
三三

代
将
軍
・
徳
川
家
光
の
弟
で
あ
る
会
津

代
将
軍
・
徳
川
家
光
の
弟
で
あ
る
会
津
藩藩

主
・
保
科
正
之
の
工
作
に
よ
り
、
生
後

主
・
保
科
正
之
の
工
作
に
よ
り
、
生
後
８８

か
月
だ
っ
た
綱
勝
の
甥
で
あ
る
吉
良
三

か
月
だ
っ
た
綱
勝
の
甥
で
あ
る
吉
良
三
之之

助助（
綱
憲

（
綱
憲
））を
養
子
に
迎
え
、
上
杉
家
は

を
養
子
に
迎
え
、
上
杉
家
は
存存

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。。

そ
の
後
、
義
央
と
富
子
に
は
三
女
一

　
そ
の
後
、
義
央
と
富
子
に
は
三
女
一
男男

の
子
が
生
ま
れ
た
も
の
の
、
男
児
は
８

の
子
が
生
ま
れ
た
も
の
の
、
男
児
は
８
歳歳

で
死
去
。
こ
の
た
め
、
吉
良
家
は
綱
憲

で
死
去
。
こ
の
た
め
、
吉
良
家
は
綱
憲
のの

子
（
義
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
（
義
央
のの

外
孫
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
孫
）
を
跡跡

継
ぎ
に
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
ぎ
に
迎
ええ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
そそ

れ
が
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
が
、
後
のの

吉
良
義
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
良
義
周
でで

す
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
こ
の
よよ

う
に
、
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
、
上
杉杉

家
と
吉
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
と
吉
良
家家

は
「
三
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
「
三
重
のの

縁
」
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縁
」
に
よ
っっ

て
強
く
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
強
く
結
ばば

れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
のの

で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。。

旧
吉
良
町
時
代
か
ら
の
交

旧
吉
良
町
時
代
か
ら
の
交
流流

米
沢
市
と
の
交
流
は
、
旧
吉
良
町
時

　
米
沢
市
と
の
交
流
は
、
旧
吉
良
町
時
代代

の
昭
和

年
か
ら
民
間
同
士
で
始
ま
り

の
昭
和
　
年
か
ら
民
間
同
士
で
始
ま
り
まま

５４５４

し
た
。
そ
の
後
、
平
成

年
か
ら
は
行

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
　
年
か
ら
は
行
政政

１６１６

間
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
交
流

間
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
交
流
がが

活
発
化
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

活
発
化
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
吉
良
義
央

ス
テ
ィ
バ
ル
や
吉
良
義
央
公公
毎
歳
忌

 毎
  歳
  忌
 、
米
、
米

ま
い

さ
い

ま
い
 さ
い
 
きき

沢
市
で
行
わ
れ
る
上
杉
ま
つ
り
や
雪
灯

沢
市
で
行
わ
れ
る
上
杉
ま
つ
り
や
雪
灯
篭篭

ま
つ
り
な
ど
、
相
互
に
訪
問
し
合
い
な

ま
つ
り
な
ど
、
相
互
に
訪
問
し
合
い
な
がが

ら
絆
を
深

ら
絆
を
深
めめ

て
き
ま
し
た

て
き
ま
し
た
。。

そ
し
て
、

そ
し
て
、
更更

な
る
交
流

な
る
交
流
をを

深
め
る
た

深
め
る
た
めめ

に
平
成

に
平
成
　
年年
２２２２

９
月
、
旧

９
月
、
旧
吉吉

良
町
の
市

良
町
の
市
民民

団
体
「
吉
良
・
米
沢
親
善
交
流
会
」
と

団
体
「
吉
良
・
米
沢
親
善
交
流
会
」
と
米米

沢
市
の
市
民
団
体
「
米
沢
・
上
杉
吉
良

沢
市
の
市
民
団
体
「
米
沢
・
上
杉
吉
良
温温

故
交
流
会
」
と
の
間
で
親
善
交
流
盟
約

故
交
流
会
」
と
の
間
で
親
善
交
流
盟
約
がが

締
結
さ
れ
ま
し
た

締
結
さ
れ
ま
し
た
。。

旧
幡
豆
郡
と
の
合
併
後
も
そ
の
交
流

　
旧
幡
豆
郡
と
の
合
併
後
も
そ
の
交
流
はは

引
き
継
が
れ
、
今
年
の
６
月
に
は
行
政

引
き
継
が
れ
、
今
年
の
６
月
に
は
行
政
間間

で
「
大
規
模
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

で
「
大
規
模
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
をを

締
結
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

月

日

締
結
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
　
月
　
日
のの

１２１２

１５１５

市
制

周

市
制
　
周
年年

６０６０

記
念
式
典

記
念
式
典
にに

合
わ
せ

合
わ
せ
てて

「
友
好
都
市

「
友
好
都
市
」」

を
提
携
す

を
提
携
す
るる

こ
と
と
な

こ
と
と
な
りり

ま
し
た

ま
し
た
。。

３３ 平平成成２２５５年年１１１１月月１１日日号号広広報報

旧
吉
良
町
時
代
か
ら
の
交

旧
吉
良
町
時
代
か
ら
の
交
流流

上
杉
家
と
の
「
三
重
の
縁

上
杉
家
と
の
「
三
重
の
縁
」」

吉良吉良家家とと上杉上杉家家

　　三重の三重の縁縁で結ばで結ばれれ

　　　　 市制市制 ６０６ ０ 周年記念式周 年記念式典典 でで

　　　　　　友好都市友好都市を提携しを提携しますます

▲市民団体による交流盟約調印式
　（平成２２年９月２５日）

▲大規模災害時相互応援協定締結
　（平成２５年６月２８日）



上
杉
謙
信
像

上
杉
鷹
山
像

米沢市直江兼続マスコットキャラクターかねたん

広広報報平平成成２２５５年年１１１１月月１１日日号号 ４４



上
杉
謙
信
像

米沢市直江兼続マ

５５ 平平成成２２５５年年１１１１月月１１日日号号広広報報

●愛と義のまち　山形県米沢市



広広報報平平成成２２５５年年１１１１月月１１日日号号 ６６



７７ 平平成成２２５５年年１１１１月月１１日日号号広広報報



上杉神社

緯緯

広広報報平平成成２２５５年年１１１１月月１１日日号号 ８８

女
性
専
用
の
内
科
外
来

女
性
専
用
の
内
科
外
来
？？

傷
跡
を
き
れ
い
に
す
る
診
療

傷
跡
を
き
れ
い
に
す
る
診
療
？？

画
像
診
断
専
門
医
師
が
い
る

画
像
診
断
専
門
医
師
が
い
る
？？

病
理
検
査
専
門
医
師
が
い
る

病
理
検
査
専
門
医
師
が
い
る
？？

抜
糸
し
な
い
手
術

抜
糸
し
な
い
手
術
？？

　
院
長
に
就
任
し
て
７
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
課
題
山
積
で
は
あ
る

も
の
の
「
市
民
病
院
は
、
変
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
思
い

で
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
最
近
少
し
ず
つ
変
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
７
月
の
救
急
車
搬
入

患
者
数
は
医
師
を
は
じ
め
と
す
る

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
に
よ
り
、

過
去
最
高
の
４
０
４
人
（
１
日
平

均
　
人
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

１３
は
昨
年
７
月
の
１
・
３
倍
を
超
え
、

市
消
防
本
部
か
ら
の
搬
入
率
は
、

当
院
の
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
は
ほ

ぼ
限
界
で
あ
る
全
搬
送
患
者
数
の

３
分
の
２
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
麻
酔
科
医
師
の
増
員
に

よ
り
、
　
月
か
ら
は
常
勤
麻
酔
医

１１

が
３
人
体
制
（
６
月
ま
で
は
１
人

体
制
）
と
な
り
、
今
ま
で
よ
り
緊

急
手
術
な
ど
の
対
応
も
容
易
と
な

り
ま
す
。
引
き
続
き
医
師
の
確
保

に
力
を
入
れ
、
地
域
医
療
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
号
で
は
現
在
当
院
で

行
っ
て
い
る
診
療
の
中
で
も
、
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ

い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

西
尾
市
民
病
院

院
長
　
禰
宜
田
政
隆

患
者
が
一
番
多
い
科

患
者
が
一
番
多
い
科
？？
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女
性
の
心

と
体
を
総
合

的
に
診
る
医

療
を
目
指
し

て
、
８
月
か

ら
「
女
性
内

科
外
来
」
を

開
設
し
ま
し

た
。
女
性
外

来
と
は
、
女
性
に
よ
く
起
こ
る
体

の
疲
れ
や
心
の
問
題
、
ど
こ
の
診

療
科
に
行
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
体
調
不
良
、
不
安
や
疑
問
な

ど
に
答
え
る
健
康
相
談
の
窓
口
と

し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
当
院
で
は
女

　
　
　
　
　
　
　
　
性
が
気
軽
に

　
　
　
　
　
　
　
　
受
診
・
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
診
察
・

　
　
　
　
　
　
　
　
検
査
な
ど
全

　
　
　
　
　
　
　
　
て
女
性
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
フ
が
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。

　
形
成
外
科
は
、
な
じ
み
が
な
い

た
め
知
ら
な
い
方
も
多
い
の
で
す

が
、
主
に
体
の
表
面
に
あ
る
疾
患

の
治
療
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、

「
下
が
っ
た
ま
ぶ
た
を
上
げ
た
い
」

「
あ
ざ
や
シ
ミ
、
ほ
く
ろ
を
取
り

た
い
」
「
傷
痕
を
き
れ
い
に
し
た

い
」
な
ど
の
症
状
で
は
形
成
外
科

が
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
顔
の
外
傷
や
ケ
ロ
イ
ド
、
乳

が
ん
な
ど
で
取
り
除
い
た
乳
房
の

再
建
、
悪
性
腫
瘍
に
関
連
す
る
再

建
、
顔
面
神
経
 麻
  痺
 な
ど
多
岐
に

ま
 

ひ

渡
っ
て
い
ま
す
。
他
科
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
丁
寧
に
診
察
し
ま
す
。

　
ま
た
、
肌
の
老
化
に
対
し
、
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
老
化
防
止
・

若
返
り
）
の
た
め
の
ス
キ
ン
ケ
ア

外
来
を
行

っ
て
い
ま

す
。
予
約

制
で
自
費

診
療
に
な

り
ま
す
。

内科 都筑正内科　都筑正美美

女性はホルモンの働きも、かかりや
すい病気も、 コ  コ  ロ のあり方も男性

● ● ●

とは異なります。当院では、時間を
かけて診察や相談ができるように予
約制としています。気軽にお電話く
ださい。

形成外科部長 木内達形成外科部長　木内達也也

シミやソバカス、小じわ、赤ら
顔、ニキビ、ニキビ痕などスキ
ントラブルの相談も気軽にご利
用ください。必要に応じて女性
医師が対応します。

▼

Ｕ
Ｖ
カ
メ
ラ
で
隠
れ
た

シ
ミ
を
撮
影
し
た
画
像
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各
科
が
依
頼
す
る
検
体
の
病
理

診
断
を
す
る
科
が
病
理
診
断
科
で

す
。
病
理
専
門
医
と
臨
床
検
査
技

師
が
協
力
し
合
い
、
病
理
組
織
検

査
（
年
間
約
３
０
０
０
件
）
、
細

胞
診
（
年
間
約
４
０
０
０
件
）
、

病
理
解
剖
（
年
間
約
　
例
）
を
行

１０

っ
て
い
ま
す
。

　
悪
性
腫
瘍
と
し
て
治
療
す
る
た

め
の
最
終
診
断
を
す
る
た
め
、
誤

診
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

名
古
屋
大
学
病
院
や
名
古
屋
第
一

赤
十
字
病
院
、
第
二
赤
十
字
病
院

の
病
理
部
門
と
連
携
し
な
が
ら
、

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
診
断
の
精
度

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
迅
速
な

報
告
も
心
掛

け
て
お
り
、

通
常
１
週
間

以
内
に
は
担

当
医
に
結
果

を
報
告
し
て

い
ま
す
。

病理診断科部長 伊藤真病理診断科部長　伊藤真文文

　顕微鏡という眼を持つ病理医の仕
事として、術中迅速診断も行ってい
ます。がんの摘出手術などの時に、
がん細胞の取り残しがないかを顕微
鏡で確認します。

　
外
科
の
常
勤
医
師
は
７
月
か
ら

１
人
増
員
さ
れ
て
６
人
体
制
と
な

り
、
全
員
　
年
以
上
の
経
験
を
持

１０

つ
ベ
テ
ラ
ン
医
師
で
す
。

　
外
科
の
手
術
で
は
、
赤
外
観
察

カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
（
肉
眼
で
は
見

え
な
い
近
赤
外
像
を
観
察
す
る
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
）
を
使
い
、
組
織
表

面
下
の
血
管
や
リ
ン
パ
管
の
動
き

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
察
し
な
が

ら
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
ぼ
抜
糸

の
必
要
の
な
い
手
技
を
行
い
、
患

者
の
負
担
を
極
力
減
ら
す
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。
　
年
度
は
４
４

２４

１
件
の
外
科
手
術
を
行
い
ま
し
た
。

外科部長 上村孝外科部長　上村孝法法

　抜糸は苦痛を伴います。抜
糸の必要のない手技は、術後
に行う抜糸が不要になるため
苦痛もなくなります。

▼

甲
状
腺
が
ん
の
細
胞
像
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当
院
に
開
業
医
な
ど
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
患
者
の
件
数
は
、
　２４

年
度
で
８
４
０
５
件
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
多
い
科
は
、
１
１

５
７
件
の
消
化
器
内
科
で
し
た
。

　
消
化
器
内
科
は
、
胃
、
大
腸
、

肝
臓
、
膵
臓
、
胆
道
系
の
病
気
を

診
療
す
る
科
で
す
。
ま
た
、
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
ピ
ロ
リ
菌
除
菌

も
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
技
術

が
向
上
し
、
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー

プ
の
管
も
細
く
な
り
、
苦
痛
も
少

な
い
内
視
鏡
検
査
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
大
腸
が
ん
の
症
例

が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
検
診
で

便
潜
血
反
応
が
陽
性
の
と
き
は
、

大
腸
内
視
鏡
検
査
を
勧
め
て
い
ま

す
。
通
常
の
検
査
は
　
～
　
分
程

１０

２０

度
で
終
わ
り
ま
す
。

　
肝
臓
病
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

な
ど
の
治
療
薬
が
進
歩
し
た
た
め
、

Ｃ
型
肝
炎
の
治
癒
率
も
向
上
し
ま

し
た
。

内科部長 長谷川太内科部長　長谷川太作作

　当院は画像診断専門医や病理診断
専門医が常勤でおり、外科医も充実
しています。そのため、早期診断・
早期治療が可能となり、消化器内科
の初診患者も多くなりました。

　
各
科
の
依

頼
に
よ
る
Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

な
ど
の
検
査

画
像
を
診
断

し
て
、
主
治

医
に
診
断
結

果
を
報
告
し
て
い
る
放
射
線
診
断

専
門
医
で
す
。
院
内
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
依
頼
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。
　
年
度
の
依

２４

頼
件
数
は
、
９
５
８
件
で
し
た
。

　
最
新
鋭
の
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ

Ｔ
を
２
台（
　
列
・
　
列
）導
入
し

６４

８０

た
こ
と
で
、
短
時
間
で
精
密
な
撮

影
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
局
所
麻
酔
を
す
る

こ
と
で
患
者
さ
ん
に
与
え
る
負
担

が
少
な
い
Ｉ
Ｖ
Ｒ
と
い
う
治
療
法

も
行
っ
て
い
ま
す
。
画
像
を
見
な

が
ら
血
管
内
に
カ
テ
ー
テ
ル
（
細

い
管
）
を
入
れ
た
り
、
体
内
の
病

変
に
、
体
の
表
面
か
ら
針
や
チ
ュ

ー
ブ
を
誘
導
し
た
り
し
て
行
う
治

療
で
す
。
ま
た
、
が
ん
治
療
の
一

つ
と
し
て
、
切
ら
ず
に
治
す
放
射

線
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

放射線科部長 髙井勝放射線科部長　髙井勝文文

　ＩＶＲ（放射線診断技術
の治療的応用）専門医でも
あり、年間 １ ０ ０ 件以上担当
しています。当院は、県内
では数少ないＩＶＲ専門医
修練施設に認定されていま
す。
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　市では、ＮＨＫ名

古屋放送局・豊橋支

局と共催でラジオ番

組「上方演芸会」の

公開録音を行います。

観覧を希望する方は、

郵便往復はがきでお

申し込みください。

日時　１２月１３日晶　

午後６時３０分～８時（６時開場）

場所　文化会館小ホール

出演　海原はるか・かなた、ザ・ぼんち　ほか

入場料　無料。ただし、事前申し込みが必要です。

申込期限　１１月２６日昇　※必着。

申込方法　郵便往復はがきに必要事項を記入の上、

ＮＨＫ名古屋放送局「上方演芸会」係（〒 ４ ６ １ ―

８７２５住所不要）へ。

必要事項　 ▼往信の文面…郵便番号・住所・氏名・

電話番号　 ▼返信の宛名面…郵便番号・住所・氏

名　 ▼返信の文面…何も記入しないでください。

その他　①応募者多数の場合は抽選を行います　②

当選は１人１通。当選者には、１枚につき２人ま

で入場できる整理券を送付します　③満１歳以上

のお子さんから入場整理券が必要です　④インタ

ーネットオークションなどでの転売を目的とした

申し込みはお断りします　⑤応募者の個人情報は

抽選結果の連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願

いに使用する場

合があります。

問合先　ＮＨＫプ

ラネット中部

（緯 ０ ５ ２ ・ ９ ５ ２ 

・７３８１）、企画

政策課企画担当

（緯６５・２１５４）

市市制制６６００周年記念 ＮＨ周年記念　ＮＨＫＫ「上方演芸会」「上方演芸会」公開録音を公開録音を開催開催

〒4６１-８７２５

何
も
記
入
し
な
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局

「
上
方
演
芸
会
」係

・
郵
便
番
号

・
住
所

・
氏
名

・
郵
便
番
号

・
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号

50 50〒XXX-xxxx

返信往信

郵便往復はがきの記入方郵便往復はがきの記入方法法

＜往信の宛名面＞ ＜返信の文面＞ ＜返信の宛名面＞ ＜往信の文面＞

▲海原はるか・かなた

▲ザ・ぼんち

　市では、基本的な政策などを策定する場合、その

内容を公表して市民の皆さんから意見をいただいて

います。次の計画案について意見を募集します。

計画案

　①塩田復元整備基本計画（案）

　②西尾市都市計画マスタープラン（案）

　③西尾市緑の基本計画（案）

担当課

　①文化振興課庶務担当

　②都市計画課計画担当

　③公園緑地課建設担当

募集期間

　①１１月５日昇～１２月４日昌

　②③１１月１１日捷～１２月１０日昇

閲覧場所　①文化振興課（岩瀬文庫内）、市役所行政

情報コーナー（１階）、各支所、佐久島出張所、各

ふれあいセンター（幡豆ふれあいセンターを除く ） 、

一色町公民館、幡豆歴史民俗資料館

　②③各担当課、市役所行政情報コーナー（１階）、

各支所、佐久島出張所、各ふれあいセンター、各

公民館

　※①②③とも、市ホームページでも閲覧できます。

◆共通事項

意見書の提出・問合先　住所、氏名、電話番号を記

入の上、直接または郵送、ファクス、Ｅメールで

各担当課（文化振興課庶務担当…〒 ４ ４ ５ －０８４７亀

沢町 ４ ８ ０ ／緯５６・６６６０／胃５６・２７８７／死bunka  @ 

city. nishio. lg. jp、都市計画課計画担当…〒 ４ ４ ５ －

８５０１住所不要／緯６５・２１４４／胃５４・６６４４／死 t o k ei  

　@ c ity . ni s h i o .lg.jp、公園緑地課建設担当…〒 ４ ４ ５ 

－８５０１住所不要／緯６５・２１５０／胃５４・６６４４／死 k o

　uen@ city .  nishio .  lg .  jp ）へ。

その他　各担当課以外には、意見書の提出はできま

せん。

パブリックコメント手続きによパブリックコメント手続きによりり　皆さんの意見を募集皆さんの意見を募集
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　市では、ごみの減量と資源の有効利用を推進する

ため、市内３か所にある常設資源ステーションと、

クリーンセンターで小型家電を回収します。ご協力

をお願いします。

開始期日　１１月１日晶

場所　西尾・米津・平坂の各地区常設資源ステーシ

ョン、クリーンセンター

回収品目　家庭で使用する電気機械器具で、家電リ

サイクル法対象品目（テレビ、エアコン、冷蔵庫

・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）以外の品目。ケ

ーブルや充電器などの付属品も含みます。ただし、

大きさは１辺が６０尺程度までで、回収用コンテナ

に入る大きさです。１辺が６０尺以上のものは、ク

リーンセンターに直接搬入してください。

※パソコンや携帯電話も回収します。

費用　無料。ただし、クリーンセンターは １ ０ ０ ㎏を

超えると有料になります。

その他　パソコンや携帯電話などは、個人情報のデ

ータを消去してからお持ちください。

問合先　ごみ減量課ごみ減量担当（緯６５・２１８３／水

道庁舎内）

小型家電を常設資源ステーションなどで回収し小型家電を常設資源ステーションなどで回収しまますす

▼

対
象
品
目
の
一
例

●回収できないもの ●回収できるもの

× ○

　現在、工事中の一色町公民館ホールが、２６年４月

１日からコンサートや公演、物品の販売、軽運動な

ど多目的の利用ができる「一色地域交流センター」

に変わります。また、子どもたちが遊べる遊具など

を整備した緑あふれる公園「一色地域文化広場」も

全て利用できるようになります。

開館時間　午前９時～午後９時

休館日　毎週月曜日と１２月２９日～翌年１月３日

利用許可申請　利用の許可申請は１２月１日掌から、

一色町公民館で受け付けます。

使用料　下表のとおり

※舞台設備や照明設備、音響設備などを利用する

場合は別途使用料が必要。

使用料の支払方法　利用許可書を受け取る時に現金

でお支払いください。舞台・照明・音響設備など

の使用料は利用日当日、現金でお支払いください。

問合先　一色町公民館（緯７２・３４１１）

２２６６年年４月４月１１日から日から   一色町公民館ホールがリニューア一色町公民館ホールがリニューアルルししまますす

▼一色地域交流センターホールの使用料一覧表

金　　　　額

利　用　区　分 全   日夜   間午   後午   前

午前９時～
午後９時

午後５時
～９時

午後１時
～５時

午前９時～
午後１時

１７，７００円５，９００円５，９００円５，９００円ホール

７，５００円２，５００円２，５００円２，５００円舞台

１０，２００円３，４００円３，４００円３，４００円客席

６，９００円２，３００円２，３００円２，３００円専用利用
多目的ホール
（電動いす収納時） ３００円１００円１００円１００円

個人利用
（１人につき）

１，８００円６００円６００円６００円楽屋

▼新しくなる一色町公民館の敷地図



広広報報平平成成２２５５年年１１１１月月１１日日号号 １１６６

　市民体育大会総合開会式が１０月４日、総合体育館

で行われ、その席上で特別体育功労者、体育功労者、

優秀選手、優秀チームの表彰が行われました。今年

度は、社会体育の健全普及に貢献し、顕著な功績を

挙げた１７人の皆さんと２チームが表彰されました。

※敬称略。かっこ内は推薦団体名。

▼特別体育功労者…髙須君照（市体育協会）、野村一

世（市体育協会）、野澤正治（市陸上競技連盟）、竹

之内藤一（西尾ソフトテニス協会）、外山義博（市

バスケットボール協会）、青山重義（市水泳協会）、

三浦康彦（市剣道連盟）、杉浦秀夫（市ソフトボー

ル協会）

▼体育功労者…犬塚久雄（市弓道連盟）、澤美栄子

（西尾インディアカ協会）、牧野努（市ゲートボー

ル協会）、野澤啓至（市野球協会）、阿知波勇（市グ

ラウンド・ゴルフ協会）、日髙孝雄（市水泳協会）、

鈴木洋司（市剣道連盟）、大竹弘志（市ソフトボー

ル協会）

▼優秀選手…竹内晴美（市卓球協会）

▼優秀チーム…ＫＩＴ   ’    ｓ       （市ソフトボール協会）、
キ ッ ツ

米津クラブ（市ソフトボール協会）　

問合先　スポーツ課施設担当（緯５４・０００２／総合体

育館内）

特別体育功労者と体育功労者などを表特別体育功労者と体育功労者などを表彰彰

　日本女子バレーボールのトップチーム８チームが

熱戦を繰り広げるＶプレミアリーグを開催します。

日時と内容

　①１２月７日松　午後０時３０分開場、２時試合開始

　　 ▼第１試合＝トヨタ車体 × 日立

▼第２試合＝ＪＴ × パイオニア　

　②８日掌　午前１１時３０分開場、午後１時試合開始

　　 ▼第１試合＝トヨタ車体 × パイオニア

　　 ▼第２試合＝ＪＴ × 日立

場所　総合体育館

入場料　下表のとおり

前売り券販売期間と場所　１１月１日晶～２４日掌…総

合体育館

問合先　市バレー

ボール協会　杉

浦（緯 ０ ９ ０ ・５４

　５７・６６２１）、スポ

ーツ課施設担当

（緯５４・０００２／

総合体育館内）

Ｖプレミアリーグ女子西尾大Ｖプレミアリーグ女子西尾大会会

▼入場料一覧表

金　  額
席　　名

当日券前売り券

４，８００円４，５００円１階指定特別ＳＳ席

４，５００円４，０００円１階指定ＳＳエンド

４，５００円４，０００円１階指定ＳＳサイド

２，５００円２，０００円２階自由席一般

１，０００円７００円２階自由席小中高

▲優秀選手・優秀チームの皆さん ▲体育功労者の皆さん

▲特別体育功労者の皆さん



１１７７ 平平成成２２５５年年１１１１月月１１日日号号広広報報

電話番号場　　　所ク   ラ   ブ   名

緯５２・１１４１室場小学校内室場児童クラブ

緯５７・7740米津小学校内米津児童クラブ

緯７２・３３３７一色中部小学校内一色中部児童クラブ

緯７２・３２２５一色東部小学校内一色東部児童クラブ

緯７２・７０７８一色西部小学校内一色西部児童クラブ

緯７２・１９５２一色南部小学校内一色南部児童クラブ

緯３２・１１９１吉良保健センター内きらっこクラブ

緯３５・２３５５横須賀小学校内よこすか児童クラブ

緯３２・４６６７荻原小学校内おぎわら児童クラブ

緯３２・４０５０白浜小学校内しらはま児童クラブ

緯３５・３７７０津平老人憩の家内つひら児童クラブ

緯６２・６７６６幡豆小学校内はずっ子クラブ

緯６２・７０３３東幡豆小学校内はずっ子クラブ東

▼保育場所・電話番号
電話番号場　　　所ク   ラ   ブ   名

緯５７・５７２１中央児童館内中央児童クラブ

緯５７・４５４５西尾小学校内西小児童クラブ

緯５７・1651花ノ木小学校内花ノ木児童クラブ

緯５７・５６９９鶴城小学校内鶴城児童クラブ

緯５４・１２０２八ツ面小学校内八ツ面児童クラブ

緯５７・２２７３西野町小学校内くすの木児童クラブ

緯５９・２５５４中畑小学校南中畑児童クラブ

緯５９・８９１５平坂小学校内平坂児童クラブ

緯５９・２２２６矢田小学校内あすなろ児童クラブ

緯５８・１３８０寺津小学校内しおかぜ児童クラブ

緯５７・３１７１福地北部小学校内ホクホク児童クラブ

緯５６・２６９０福地南部小学校内福地南部児童クラブ

緯５２・００８５三和小学校内みつわ児童クラブ

対象　保護者や同居の親族が就労などにより、下校

後の保育ができない小学１～３年生の児童で通年

利用を希望する方

保育時間　下校後～午後６時３０分の間で、保護者な

どの就労状況に応じて必要な時間。土曜日や代休

日、長期休暇期間（春・夏・冬休み）も保育します。

※午後６時～６時３０分は延長保育となります。

保育場所など　下表のとおり

保育料　月額 ５，０ ０ ０ 円

※おやつ代月額 １，０ ０ ０ 円が別途必要。また、延長

保育は別料金です。

申込方法　１１月２２日晶までに、申請書に必要事項を

記入の上、就労証明書などの必要書類を添えて、

各児童クラブまたは子育て支援課へ。申請書は同

クラブや同課に用意。市ホームページからもダウ

ンロードできます。

※平日に都合の悪い方やポルトガル語の通訳が必

要な方は、１１月１７日掌午前９時～午後１時に、

市役所多目的室（１階）で受け付けます。

その他　①就労状況や家庭状況により、入会できな

い場合があります　②申し込み多数により、希望

のクラブに入会できない場合があります　③長期

休暇期間のみの利用を希望する方は、別に申し込

みが必要です。利用の申し込みはその都度募集し

ます。

問合先　子育て支援課こども福祉担当（緯６５・２１０８）

２６年度児童クラブ入会児童を募集しま２６年度児童クラブ入会児童を募集しますす

応募資格　市内在住で、平成２３年７月１日～２４年１２

月３１日生まれのお子さん。ただし、過去に登場し

たことがあるお子さんは応募できません。

募集人員　９６人（広報にしお平成２６年１月１日号か

ら６月１６日号までの掲載分で各号８人）。応募者

多数の場合は抽選。

申込・問合先　郵便往復はがきに必要事項を記入の

上、秘書課広報担当（〒 ４ ４ ５ ―８５０１住所不要／緯

６５・２１５９）へ。お子さん１人にはがき１葉まで。

双子以上のお子さんは兄弟・姉妹ではがき１葉ま

で。１１月１５日晶の消印有効。

　※往復はがき以外の応募や複数の応募は無効。

必要事項　 ▼往信の文面…郵便番号、住所、電話番

号、父または母の氏名、お子さんの氏名・生年月

日 ▼返信の宛名面…郵便番号、住所、父または

母の氏名　

　※返信の文面には何も記入しないでください。

その他　広報にしおは、市ホームページにも掲載さ

れますので、あらかじめご了承ください。

広報にし広報にしおお「キッズアルバム」登場「キッズアルバム」登場ののお子さお子さんを募集んを募集

〒445-８501

何
も
記
入
し
な
い

西
尾
市
役
所

秘
書
課
広
報
担
当

・
郵
便
番
号

・
住
所

・
父
ま
た
は
母
の
氏
名

・
郵
便
番
号

・
住
所

・
電
話
番
号

・
父
ま
た
は
母
の
氏
名

・
お
子
さ
ん
の
氏
名
と

　
生
年
月
日

50 50〒XXX-xxxx

返信往信

郵便往復はがきの記入方郵便往復はがきの記入方法法

＜往信の宛名面＞ ＜返信の文面＞ ＜返信の宛名面＞ ＜往信の文面＞



広広報報平成２５年１１月１日号 １１８８

共通事項　電話や郵送での申し込みはできません。代理人

による申し込みもできますが１人につき１人（組）まで。

申込者が少ないときは開講しない場合があります。

■受 受講料　■教 教材費（材料費）

講　師費　用定員内　　　容日　　　時講　　　座　　　名

角谷多恵氏
■受 ２００円
■教 １，２００円

１２人
ドーム型のクリスマスケーキを
作ります（持ち帰り用の箱付き）

１２月７日松　午前９時
３０分～１１時３０分

第５回体験なんでも屋
クリスマス・スウィーツ作り体験

対象　市内在住または在勤、在学の１６歳以上の方

申込期間　１１月５日昇～２０日昌　午前９時～午後８

時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接一色町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は抽選。

問合先　一色町公民館（緯７２・３４１１）

講　師費　用定員内　　　　容日 時 な ど講   座   名

宮川典子氏
■受 １，０００円
■教 ２，５００円

１５人
手の乾燥のケアを行うとともに指先
のおしゃれを楽しみます

１２月１０日～２６年２月１１日の毎回火曜日
全５回　午後１時３０分～３時３０分

ハンドケアと
ネイルアート

那須阿弥氏
■受 ２００円
■教 １，２００円

１５人
旬の食材を使い、彩りの良い和洋折
衷のアレンジおせち料理を作ります

１２月１４日松　午前１０時～午後１時
アレンジおせ
ち料理

三矢芳隆氏
■受 ２００円
■教 ２，５００円

１２人
新年を迎えるにあたり、松竹梅を使
った鉢植えのお正月飾りを作ります

１２月１５日掌　午前９時３０分～１１時お正月飾り

対象　市内在住または在勤、在学の１６歳以上の方

申込期間　１１月５日昇～１７日掌　午前９時～午後８

　時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接一色町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は初めて受講する方を優先の上、抽

選。

問合先　一色町公民館（緯７２・３４１１）

一一一一一一一一一一色色色色色色色色色色町町町町町町町町町町公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民一色町公民館館館館館館館館館館館講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座

講　師費　用定員内　　　容日　　時講　　　座　　　名

角谷多恵氏
■受 ２００円
■教 １，３００円

１２組
親子でクリスマスケーキを作
ります（持ち帰り用の箱付き）

１２月８日掌　午前
９時３０分～正午

親子ふれあい講座
親子料理教室～クリスマスケーキ作り～

対象　市内在住または在学の小学生とその保護者

申込期間　１１月８日晶～１７日掌　午前９時～午後８

時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接一色町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は抽選。

問合先　一色町公民館（緯７２・３４１１）

講　　  師費  用定員日　　時講 座 テ ー マ回

画家　鳥山光氏■受 ２００円８０人
１１月２３日抄
午後１時３０分～３時

「残したいふる里の風景」
～新西尾八景絵はがきの誕生～

１

滋賀県立大学教授
柴田克己氏

■受 ２００円８０人
１１月３０日松
午後１時３０分～３時

「いつまでも若々しくいるために」
～元気なカラダとビタミン摂取～

２

傅輝会会主
岩瀬傅輝氏

■受 ２００円８０人
１２月１４日松
午後１時３０分～３時

「私の相撲甚句と津軽三味線」
～津軽三味線の演奏と講演～

３

整理収納清掃コーディ
ネーター　立島雅代氏

■受 ２００円８０人
１２月２１日松
午後１時３０分～３時

「８秒で幸せをつかむ片付け力」
～片付けの方法を知って、モノも心も頭もすっきり～

４

対象　市内在住または在勤、在学の１６歳以上の方

場所　中央ふれあいセンター講義室（３階）

申込期間　１１月７日昭から各開催日の１週間前まで。

ただし、月曜日を除く。

申込方法　申込書に必要事項を記入の上、直接中央

　ふれあいセンターへ、またはファクス、Ｅメール

　で生涯学習課（胃５６・７７３７／死ｓｙｏｕｇａｉｇａｋｕｓｙｕｕ

＠ｃｉｔｙ．ｎｉｓｈｉｏ．ｌｇ．ｊｐ）へ。先着順。申込書は各ふれ

あいセンター・公民館に用意。市ホームページか

らもダウンロードできます。

問合先　生涯学習課生涯学習担当（緯５５・３５１５／中

央ふれあいセンター内）

市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座「「「「「「「「「「ママママママママママイイイイイイイイイイラララララララララライイイイイイイイイイフフフフフフフフフフ～～～～～～～～～～豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかなななななななななな人人人人人人人人人人生生生生生生生生生生をををををををををを送送送送送送送送送送るるるるるるるるるるたたたたたたたたたためめめめめめめめめめにににににににににに～～～～～～～～～～市民大学講座「マイライフ～豊かな人生を送るために～」」」」」」」」」」」



１９ 平成２５年１１月１日号広報

講　 師費　用定員内　　　　容日　　 時講 座 名

木村喜久江氏
■受 ２００円
■教 １，０００円

１５組
リースに木の実やリボンを付けて、ク
リスマスデコレーションを作ります

１２月１４日松
午後２時～３時３０分

親子で楽しいクリスマ
ス　リース作りに挑戦

新実真智子氏
■受 ２００円
■教 ２，０００円

各１５組
ケーキ１ホール（持ち帰り用）とワン
プレートランチやデザートを作ります

１２月２４日昇
①午前９時３０分～正午
②午後１時３０分～４時

親子で楽しいクリスマ
スケーキ＆カフェラン
チ作り

対象　市内在住または在学の小学生とその保護者

申込期間　１１月５日昇午前９時～１７日掌午後８時３０

分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接吉良町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は抽選。

問合先　吉良町公民館（緯３２・２１５１）

吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉良良良良良良良良良良町町町町町町町町町町公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期講講講講講講講講講講吉良町公民館後期講座座座座座座座座座座座

講　師費　用定員内　　　　容日　　時　　な　　ど講　座　名

鈴木貴美氏
■受 １，０００円
■教 １回１，５００円

１０人
針と糸でビーズを編み、アク
セサリー作りを楽しみます

１２月６日～２６年２月２１日の毎回金曜
日　全１０回　午後７時～８時３０分

素敵なビーズアク
セサリーづくり

鈴木祥山氏■受 １，０００円１２人
初めて習う人のための初級編
の書道です

１２月１０日～２６年３月１１日の毎回火曜
日　全１０回　午後６時３０分～８時

書道入門

対象　市内在住または在勤の方。ただし、中学生以

下のお子さんを除く。

申込期間　１１月１７日掌～２４日掌　午前９時～午後８

　時。ただし、月曜日を除く。

申込方法　費用を持参の上、直接西尾勤労会館へ。

先着順。

問合先　西尾勤労会館（緯５９・１１００）

西西西西西西西西西西尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤労労労労労労労労労労会会会会会会会会会会館館館館館館館館館館講講講講講講講講講講西尾勤労会館講座座座座座座座座座座座

講　  師費  用定員内　　　　　　容日　  時講 座 名

竹之内ゆかり氏
■受 ２００円
■教 ５００円

８人
クリスマスカードや年賀状などに使うことがで
きるはんこを消しゴムで作ります

１１月２７日昌
午前１０時～正午

クリスマスとお正月の
消しゴムはんこ作り

対象　市内在住または在勤、在学の１６歳以上の方

申込期間　１１月９日松午前９時～１７日掌午後９時。

ただし、月曜日を除く。

申込方法　受講料を持参の上、直接室場ふれあいセ

ンターへ。先着順。ただし、申込開始時に定員を

超えた場合は抽選。

問合先　室場ふれあいセンター（緯５２・４６９９）

室室室室室室室室室室場場場場場場場場場場ふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれああああああああああいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期講講講講講講講講講講室場ふれあいセンター後期講座座座座座座座座座座座

講　  師費　用定員内　　　　　容日　　  時講　  座　  名

鶴城丘高等学校
教員・生徒

■受 ２００円
■教 ７００円

１５組
心を癒やす多肉植物を使ったジオラマを作
ります

１１月２３日抄
午前１０時～１１時４５分

多肉植物でジオラマ
作り

■受 ２００円
■教 ８００円

１５組
クリスマスに向けて、手作りのイルミネー
ションを作ります

１２月１日掌
午前１０時～１１時４５分

クリスマスイルミネ
ーション作り

■受 ２００円
■教 １，３００円

１５組
クリスマスに向けて、ポインセチアを使っ
たコンテナガーデンを作ります

１２月７日松
午前１０時～１１時４５分

クリスマスコンテナ
ガーデン作り

■受 ２００円
■教 １，５００円

１５組
お正月に向けて、松竹梅の創作寄せ植えを
作ります

１２月２２日掌
午前１０時～１１時４５分

正月の寄せ植え作り

対象　市内在住の中学生以下のお子さんとその親ま

たは祖父母

場所　鶴城丘高等学校温室・メカトロ棟

申込期間　１１月８日晶午前９時～１７日掌午後８時３０

分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　受講料を持参の上、直接中央ふれあいセ

ンターへ。先着順。

問合先　生涯学習課生涯学習担当（緯５５・３５１５／中

央ふれあいセンター内）

家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座 親親親親親親親親親親子子子子子子子子子子でででででででででで寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせせせ植植植植植植植植植植ええええええええええととととととととととモモモモモモモモモモノノノノノノノノノノづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり教教教教教教教教教教家庭教育講座　親子で寄せ植えとモノづくり教室室室室室室室室室室室



父
親
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど
も
の
こ
こ

ろ
と
父
親
の
し
つ
け
」

　
家
庭
は
、
全
て
の
教
育
の
原
点

で
す
。
家
庭
で
の
父
親
の
役
割
は

大
変
重
要
で
、
子
ど
も
の
成
長
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
父
親

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
子
育
て

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

子
育
て
中
の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
晶
　
午
後
２
時

１１

２２

場
所
　
吉
良
町
公
民
館
講
堂
（
２

階
）

内
容
　
「
父
親
と
し
て
子
ど
も
と

ど
う
向
き
合
う
か
」
を
テ
ー
マ

に
研
修
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
　
人
９０

参
加
料
　
無
料

講
師
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

山
口
力
氏

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

た
だ
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合

は
入
場
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

担
当
（
緯
　
・
３
５
１
５
／
中

５５

央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
書
物
の
王

国
―
愛
知
の
文
と
典
籍
　
１
」

　
県
内
に
は
名
古
屋
の
大
須
七
寺

一
切
経
や
、
知
多
の
岩
屋
寺
宋
版

一
切
経
、
そ
し
て
西
尾
の
華
蔵
寺

鉄
眼
版
一
切
経
な
ど
、
古
代
・
中

世
・
近
世
を
代
表
す
る
一
切
経
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

実
地
調
査
に
携
わ
っ
た
研
究
者
が

集
い
「
愛
知
県
の
一
切
経
～
日
本

の
一
切
経
の
縮
図
～
」
と
題
し
、

そ
の
価
値
と
伝
え
ら
れ
た
意
義
を

語
り
尽
く
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

１１

１６

～
４
時
　
分
（
出
入
り
自
由
）

３０

場
所
　
岩
瀬
文
庫
研
修
ホ
ー
ル

（
地
階
）

出
演
　
▼
司
会
…
名
古
屋
大
学
教

授
　
阿
部
泰
郎
氏
　
▼
パ
ネ
リ

ス
ト
…
国
際
仏
教
学
大
学
院
大

学
教
授
　
落
合
俊
典
氏
、
愛
知

県
立
大
学
教
授
　
上
川
通
夫
氏
、

元
華
蔵
寺
所
蔵
黄
檗
版
一
切
経

調
査
委
員
会
副
委
員
長
　
髙
井

恭
子
氏

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
岩
瀬
文
庫
（
緯
　
・
２

５６

４
５
９
）

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
よ
み
き
か
せ
中
級
編

●
紙
芝
居
を
演
じ
て
み
よ
う

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１１

２０

１０

～
正
午

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

講
師
　
紙
芝
居
文
化
の
会
運
営
委

員
　
近
藤
洋
子
氏

●
実
際
に
よ
み
き
か
せ
を
し
て
み

よ
う

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１１

２７

１０

～
正
午

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

　
※
実
技
指
導
も
受
け
ら
れ
ま
す

　
（
　
人
／
先
着
順
）
。

１５

講
師
　
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
　
永
井
陽
子
氏

◆
共
通
事
項

場
所
　
西
尾
市
立
図
書
館
３
階
会

議
室

申
込
・
問
合
先
　
　
月
５
日
昇
か

１１

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
西
尾
市

立
図
書
館
（
緯
　
・
６
２
０
０
）

５６

へ
。
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図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
　
よ
み
き
か
せ
中
級
編

　
市
で
は
、
来
年
度
か
ら
公
共
施

設
再
配
置
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を

進
め
る
た
め
、
行
政
と
民
間
が
連

携
し
た
新
し
い
公
共
施
設
の
実
現

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
行
政
と
住
民
が
協
働

し
て
公
共
施
設
の
運
営
を
考
え
た

先
進
事
例
と
し
て
有
名
な
長
野
県

小
布
施
町
の
町
立
図
書
館
「
ま
ち

と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」
の
前
館
長
・
花

井
裕
一
郎
氏
に
よ
る
新
し
い
図
書

館
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
「
死
ぬ
ま
で
に
行

き
た
い
世
界
の
図
書
館
　
選
」
に

１５

選
ば
れ
た
「
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」

が
次
世
代
の
公
共
空
間
を
考
え
る

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
捷
　
午
前
　
時

11

18

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
市
役
所
　
会
議
室
（
５
階
）

５１

演
題
　
み
ん
な
が
わ
く
わ
く
す
る

公
共
施
設
を
つ
く
ろ
う

内
容
　
誰
の
た
め
に
あ
る
施
設
な

の
か
「
使
う
側
の
理
論
」
に
立

っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

そ
れ
を
支
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
面
倒
く
さ
い
」
と
「
お
も
て

な
し
」
。
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
西

尾
市
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
。

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

受
講
料
　
無
料

講
師
　
花
井
裕
一
郎
氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
平
成
元
年

か
ら
テ
レ
ビ
局
な
ど
で
番
組
・

Ｐ
Ｖ
演
出
を
担
当
す
る
。
　
年
１９

か
ら
新
図
書
館
準
備
室
勤
務
。

　
年
7
月
～
　
年
　
月
、
小
布

２１

２４

11

施
町
立
図
書
館
「
ま
ち
と
し
ょ

テ
ラ
ソ
」
館
長
。
「
な
い
の
に
、

あ
る
」
＝
『
（
見
え
な
い
の
に

あ
る
）
み
ん
な
の
素
敵
な
力
』

を
引
き
出
す
演
出
で
ま
ち
が
元

気
に
な
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス

や
運
営
支
援
、
地
域
の
活
性
化

の
手
助
け
を
行
っ
て
い
る
。

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
晶
ま

１１

１５

で
に
直
接
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で

企
画
政
策
課
公
共
施
設
経
営
室

（
緯
　
・
２
１
５
６
／
死sa

ih

６５

a
ich
i@
c
ity
.n
ish
io
.lg
.jp

）
へ
。

公
共
施
設
再
配
置
講
演
会

み
ん
な
が
わ
く
わ
く
す
る
公
共
施
設
を
つ
く
ろ
う

まちとしょテラソ…「学びの場」「子育ての場」「交
流の場」「情報発信の場」の４つの柱により、交流
と創造を楽しむ文化の拠点となっている

父
親
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど
も
の

こ
こ
ろ
と
父
親
の
し
つ
け
」

父
親
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど
も
の

こ
こ
ろ
と
父
親
の
し
つ
け
」

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
書
物
の
王

国
―
愛
知
の
文
庫
と
典
籍
　
１
」



大
人
の
た
め
の

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
会

対
象
　
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る

方
や
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
思

っ
て
い
る
方

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１１

２０

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
一
色
学
び
の
館

内
容
　
冬
の
本
や
新
刊
本
な
ど
、

読
み
聞
か
せ
に
お
薦
め
の
本
を

紹
介
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
　
月
５
日
昇
か

１１

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
一
色

学
び
の
館
（
緯
　
・
３
８
８
０
）

７２

へ
。

　
吉
良
あ
な
い
び
と
の
会

　
旧
糟
谷
邸
・
尾
﨑
士
郎
記
念
館

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「
吉
良
あ
な
い
び
と
の
会
」
で
は
、

旧
糟
谷
邸
・
尾
﨑
士
郎
記
念
館

（
「
没
　
周
年
記
念
尾
﨑
士
郎
記

５０

念
館
名
品
展
」
開
催
中
）
に
常
駐

し
て
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
す
。
庭
園

の
樹
木
が
色
づ
く
秋
の
旧
糟
谷
邸

に
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
３
日
抄
、
　
日
掌
、

１１

１０

　
日
掌
、
　
日
掌
　
午
前
　
時

１７

２４

１０

～
午
後
４
時

入
館
料
　
３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
。
入
館
料

は
旧
糟
谷
邸
・
尾
﨑
士
郎
記

念
館
共
通
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課
文
化
財
担

当
（
緯
　
・
２
４
５
９
／
岩
瀬

５６

文
庫
内
）

第
3
4
回
は
ず
文
化
祭
・
芸
能
祭

と
幡
豆
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

●
作
品
展
示
会

　
園
児
や
小
・
中
学
生
、
福
祉
施

設
利
用
者
な
ど
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

11

16

～
５
時
、
　
日
掌
　
午
前
９
時

17

～
午
後
４
時

場
所
　
幡
豆
公
民
館
、
幡
豆
図
書

館
、
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

展
示
作
品
　
絵
画
、
植
物
画
、
書
、

写
真
、
ち
ぎ
り
絵
、
押
し
花
、

短
歌
、
俳
句
、
草
樹
、
金
魚
、

陶
芸
、
手
編
み
な
ど

※
　
日
は
金
魚
、
草
樹
の
即
売

１７会
を
開
催
し
ま
す
。

●
歌
謡
発
表
会

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

11

16

～
４
時

場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
歌
謡

●
芸
能
発
表
会

　
小
・
中
学
生
な
ど
が
合
唱
や
演

奏
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

11

17

　
分
～
午
後
4
時

３０
場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
小
学
生
の
合
奏
・
合
唱
、

中
学
生
の
吹
奏
楽
、
舞
踊
、
剣

舞
、
詩
吟
、
大
正
琴
・
尺
八
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ピ
ア
ノ
の
演
奏

な
ど

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）
、
幡
豆
公
民
館
（
緯
　６３

・
０
１
３
０
）

西
尾
市
所
蔵
品
美
術
展

　
市
内
の
公
民
館
や
小
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
昌
～
　
日
昭
　

１１

２０

２８

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

場
所
　
市
役
所
多
目
的
室
Ｃ
Ｄ
Ｅ

（
１
階
）

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

第
４
２
回
市
民
俳
句
大
会
　

期
日
　
　
月
　
日
抄

１１

２３

受
付
開
始
時
間
　
午
前
　
時
１０

出
句
締
切
　
午
後
１
時

場
所
　
文
化
会
館
３
０
２
号
室

参
加
料
　
３
０
０
円

そ
の
他
　
当
季
雑
詠
、
三
句
出
句

問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　５６

・
５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）

市
民
囲
碁
大
会

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１１

２４

　
分
受
け
付
け
、
９
時
　
分
対

１５

４５

局
開
始

場
所
　
福
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

参
加
料
（
食
事
代
な
ど
）
　
高
校
生

以
上
＝
２
０
０
０
円
、
小
・
中

学
生
＝
１
０
０
０
円

申
込
期
間
　
　
月
７
日
昭
～
　
日

１１

２１

昭
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
の
午
後
と
月
曜

日
を
除
く
。

申
込
・
問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会

（
緯
　
・
５
７
５
７
／
文
化
会

５６

館
内
）

２１ 平成２５年１１月１日号広報

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

大
人
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ト

ー
ク
の
会

第
　
回
は
ず
文
化
祭
・
芸
能
祭
と

34
幡
豆
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

吉
良
あ
な
い
び
と
の
会
　
旧
糟
谷

邸
・
尾
﨑
士
郎
記
念
館
ガ
イ
ド

市
民
囲
碁
大
会

第
　
回
市
民
俳
句
大
会

４２

西
尾
市
所
蔵
品
美
術
展

　
お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
に
し
お
　
月
１
日
号
　
ペ

１０

１１

ー
ジ「
映
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」の

申
込
方
法
の
フ
ァ
ク
ス
番
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次

の
と
お
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

　
（
胃
　
・
２
７
８
７
）

５６



ふ
れ
あ
い
・
夢
・
フ
ェ
ス
タ

福
祉
講
演
会
と
う
た
ご
え
サ
ロ
ン

　
元
気
で
い
つ
ま
で
も
健
康
に
過

ご
す
た
め
の
講
演
会
と
う
た
ご
え

サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
８
日
掌
　
午
後
１
時

１２

開
場
、
１
時
　
分
開
演

３０

場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
▼
第
１
部
…
福
祉
講
演
会

「
今
か
ら
は
じ
ま
る
新
し
い
人

生
」
　
▼
第
２
部
…
う
た
ご
え

サ
ロ
ン
（
三
木
修
と
ウ
イ
ー
ク

エ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
を
バ
ッ
ク

に
昭
和
の
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
一
緒
に
歌
い
ま
す
）

講
師
　
幸
田
町
民
会
館
前
館
長
　

山
田
恭
二
氏
　

定
員
　
２
０
０
人

入
場
料
　
無
料
　

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
一

色
支
所
（
緯
　
・
９
６
５
４
）

７２

・
吉
良
支
所
（
緯
　
・
３
３
２

３２

２
）
・
幡
豆
支
所
（
緯
　
・
０

６３

１
５
６
）

お
正
月
料
理
講
習
会

　
農
業
者
が
講
師
と
な
り
、
地
域

農
畜
産
物
を
使
っ
た
、
手
軽
に
お

い
し
く
で
き
る
お
正
月
料
理
で
、

食
文
化
を
伝
承
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
日
時
　
　
月
５
日
昭
　
午
前
　
時

１２

１０

～
午
後
１
時
　
分
３０

場
所
　
働
く
婦
人
の
家
料
理
室

メ
ニ
ュ
ー
　
チ
キ
ン
ロ
ー
ル
、
ふ

っ
く
ら
黒
豆
、
洋
風
伊
達
巻
き
、

昆
布
巻
き
、
ア
ー
モ
ン
ド
田
作

り
、
紅
白
な
ま
す
、
お
正
月
の

お
菓
子
の
７
品

定
員
　
　
人
２０

教
材
費
　
１
０
０
０
円

講
師
　
西
尾
市
生
活
改
善
実
行
グ

ル
ー
プ
連
絡
研
究
会

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
三

角
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昇
ま

１１

１２

で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
農
林
水
産
課
農
畜

産
担
当
（
緯
　
・
２
１
３
５
／

６５

胃
　
・
１
３
２
２
／
死n

o
u
su
i

５７

@
c
ity
.n
ish
io
.lg
.jp

）
へ
。
電

話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。
申

込
期
間
内
に
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
。

い
ち
じ
く
料
理
教
室

　
長
寿
の
果
物
と
言
わ
れ
る
イ
チ

ジ
ク
を
使
っ
て
、
料
理
や
デ
ザ
ー

ト
な
ど
を
作
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
前
９
時

１１

１２

　
分
～
午
後
１
時

３０
場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

費
用
　
１
人
６
０
０
円

※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

講
師
　
は
つ
ら
つ
ク
ッ
キ
ン
グ
会

員
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
　

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
つ
ら
つ
ク
ッ
キ
ン
グ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
昭
午

１１

前
９
時
か
ら
電
話
で
西
尾
市
保

健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６

５７

１
）
へ
。

に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
料
理
を
学
ぼ

う
対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
９
時

１１

２０

　
分
～
正
午

３０
場
所
　
一
色
町
公
民
館
料
理
室

内
容
　
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
料
理

を
碧
南
市
で
食
育
活
動
を
し
て

い
る
農
業
者
と
一
緒
に
作
り
ま

す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１０

講
師
　
杉
浦
ち
あ
き
氏
　

費
用
　
５
０
０
円

※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
　
一
色
食
育
グ
ル
ー
プ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
昭
～

１１

　
日
晶
に
電
話
で
吉
良
保
健
セ

１５ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

こ
ど
も
の
お
や
つ
づ
く
り

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
前
　
時

１１

２６

１０

～
午
後
０
時
　
分
３０

場
所
　
幡
豆
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容
　
幼
児
、
成
長
期
の
こ
ど
も

向
け
の
お
や
つ
を
作
り
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１０

費
用
　
５
０
０
円

講
師
　
角
谷
多
恵
氏

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
　
幡
豆
ク
ッ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
昭
～

１１

　
日
昭
に
電
話
で
吉
良
保
健
セ

２１ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

そ
の
他
　
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広広報報平成２５年１１月１日号 ２２２２

ふ
れ
あ
い
・
夢
・
フ
ェ
ス
タ

福
祉
講
演
会
と
う
た
ご
え
サ
ロ
ン

お
正
月
料
理
講
習
会

に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
料
理

を
学
ぼ
う

い
ち
じ
く
料
理
教
室

こ
ど
も
の
お
や
つ
づ
く
り



第
１
８
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
参

　
焼
き
物
の
ま
ち
常
滑
市
へ
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
日
時
な
ど
　
　
月
８
日
掌
　
午
前

１２

９
時
市
役
所
水
道
庁
舎
南
側
駐

車
場
出
発
、
午
後
４
時
　
分
頃

３０

帰
着
予
定

※
吉
良
支
所
職
員
駐
車
場
発
も

あ
り
ま
す
。

内
容
　
バ
ス
で
常
滑
市
へ
向
か
い
、

飛
行
機
の
離
発
着
が
見
え
る
り

ん
く
う
エ
リ
ア
か
ら
小
高
い
丘

に
あ
る
「
や
き
も
の
散
歩
道
」

ま
で
の
約
　
灼
を
ウ
オ
ー
キ
ン

１０

グ
し
ま
す
。

定
員
　
１
２
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
　１１

月
　
日
松
午
前
　
時
か
ら
総

１６

１０

合
体
育
館
で
、
主
催
者
に
よ

る
公
開
抽
選
を
行
い
、
後
日

結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

参
加
料
（
保
険
料
を
含
む
）

　
▼
中
学
生
以
上
＝
２
５
０
０
円

　
▼
小
学
生
以
下
＝
１
５
０
０
円

申
込
期
間
　
　
月
７
日
昭
～
　
日

１１

１３

昌
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
※
月
曜
日
を
除
く
。
　

申
込
方
法
　
申
し
込
み
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
総

合
体
育
館
、
一
色
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
、
吉
良
町
公
民
館
、

幡
豆
公
民
館
へ
。
申
し
込
み
用

紙
は
各
施
設
に
用
意
。

※
家
族
以
外
の
１
グ
ル
ー
プ
で

の
申
し
込
み
は
４
人
ま
で
。

ま
た
、
小
学
生
以
下
だ
け
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

主
催
　
西
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会

そ
の
他
　
①
小
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
は
保
護
者
が
責
任
を
持
っ

て
行
動
さ
せ
て
く
だ
さ
い
　
②

行
程
中
の
傷
害
な
ど
は
応
急
処

置
は
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
　
③
当
日
の

駐
車
は
市
役
所
北
側
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）

佐
久
島
歩
け
歩
け
海
原
三
里

期
日
　
　
月
１
日
掌

１２

　
※
少
雨
決
行
。
　

受
付
時
間
　
　
午
前
７
時
　
分
～

１５

　
時
　
分

１１

１５

乗
船
時
間
　
①
午
前
７
時
　
分
　

４０

②
午
前
９
時
　
分
　
③
午
前
　

３０

１１

時
　
分
３０

受
付
場
所
　
佐
久
島
行
船
の
り
ば

内
容
　
「
佐
久
島
カ
ル
タ
の
地
を

巡
ろ
う
」
コ
ー
ス
約
７
灼
を
歩

き
ま
す
。

参
加
料
（
渡
船
料
含
む
・
昼
食
付
）

中
学
生
以
上
＝
２
５
０
０
円
、

小
学
生
＝
１
６
０
０
円

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
無
料

で
す
が
、
大
人
の
人
数
に
よ

り
渡
船
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
　
　
月
　
日
捷
ま

１１

２５

で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
佐
久
島
振
興
課
離
島
振
興

担
当
（
緯
　
・
９
６
０
７
/
一

７２

色
支
所
内
）
へ
。
　

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

　
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
し
、

地
域
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
小
学
生
以
上
の
方

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１１

１７

～
正
午

集
合
場
所
　
室
場
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

内
容
　
平
原
展
望
台
ま
で
往
復
約

　
灼
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

１０
参
加
料
（
保
険
料
を
含
む
）

　
▼
高
校
生
以
上
＝
１
０
０
円

　
▼
中
学
生
以
下
＝
　
円
５０

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
筒
、
歩
き

や
す
い
服
装
な
ど

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）
、
東
部
中
学
校
区
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
林
（
緯
　５２

・
４
０
１
２
）

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

第
　
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

１８

２３ 平成２５年１１月１日号広報

佐
久
島
歩
け
歩
け
海
原
三
里

リサイクルプラリサイクルプラザザ（吉良町岡山／（吉良町岡山／クク
リーンセンター内リーンセンター内／／緯緯３４３４・・８１１４８１１４））
休館日 日休館日　日曜曜・・祝日 ※開札日を除く祝日　※開札日を除く。。

１１

展示・入札期間　１日晶～２２日晶

開館時間　午前９時～正午、午後１時

～３時　※土曜日は午前のみ開館。

開札日時　２４日掌　午前１０時

引取期間　２４日掌～２７日昌

引取方法　落札価格（現金）で品物と

交換

その他　落札者には通知します。

家具・自転車・小物など展示品

日時　２０日昌　午前１０時～正午

会場　学習室（２階）

定員　１０人程度（先着順）

参加料　無料

持ち物　はぎれ布、キルト芯

申込期間　１日晶～１９日昇

申込方法　直接または電話で、リサイ

クルプラザへ。

壁飾りをつくろう講習会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ



西
三
河
地
方
史
連
絡
協
議
会
研
究

発
表
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
後
１
時

１１

１４

　
分
３０

場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
な
ど
　
▼
長
圓
寺
と
代
官
名

倉
家
…
文
化
振
興
課
嘱
託
職
員

松
井
直
樹
　
▼
長
圓
寺
文
書
に

つ
い
て
…
長
圓
寺
文
化
財
総
合

調
査
調
査
員
　
萩
原
淳
也
氏

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
文
化
振
興
課
文
化
財
担

当
（
緯
　
・
２
４
５
９
／
岩
瀬

５６

文
庫
内
）

福
祉

　母
子
・
父
子
家
庭
親
子
ク
リ
ス
マ

ス
会

対
象
　
市
内
在
住
の
母
子
・
父
子

家
庭
の
親
子

日
時
　
　
月
８
日
掌
　
午
後
１
時

１２

　
分
～
３
時
　
分

３０

30

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
（
４
階
）

内
容
　
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
す
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

受
付
期
間
　
　
月
６
日
昌
～
　
日

１１

１５

晶
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

申
込
・
問
合
先
　
直
接
ま
た
は
電

話
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
緯
　
・
５
９
０
０
／
総
合
福

５６

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
月
期
分

１１

（
８
月
～
　
月
分
）
を
　
月
　
日

１１

１１

１１

捷
に
振
り
込
み
ま
す
。
金
融
機
関

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を
振
り
込

み
ま
す

　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
　
月
１１

期
分
（
８
月
～
　
月
分
）
を
　
月

１０

１１

８
日
晶
に
振
り
込
み
ま
す
。
金
融

機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
（
緯
　
・
２
１
１
３
）

６５

　
　
年
　
月
分
か
ら
、
児
童
扶
養

２５

１０

手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
手

当
額
を
変
更
し
ま
し
た
。
変
更
後

の
手
当
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５

タ
ク
シ
ー

　
市
で
は
、
障
害
が
あ
り
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
の
障
害
者
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
、
心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
は
年
度
ご

と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ

今
年
度
の
申
請
を
し
て
い
な
い
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に

申
請
済
み
で
お
手
元
に
　
年
度
分

２５

の
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
方
は
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。
た
だ
し
、
自

動
車
税
の
減
免
措
置
を
受
け
て

い
る
方
を
除
く
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
～

３
級
を
持
っ
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
ま
た
は

Ｂ
判
定
を
持
っ
て
い
る
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１
級
ま
た
は
２
級
を
持
っ

て
い
る
方

助
成
の
内
容
　
初
乗
り
運
賃
に
相

当
す
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
、

申
請
し
た
月
か
ら
年
度
末
ま
で

の
分
で
、
１
か
月
当
た
り
３
枚

交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
定
期

的
に
週
２
回
以
上
通
院
を
し
て

い
る
方
は
、
医
療
機
関
の
証
明

（
所
定
の
様
式
）
が
あ
れ
ば
、

１
か
月
当
た
り
６
枚
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
が
利
用

で
き
る
タ
ク
シ
ー
は
、
市
と
契

約
し
て
い
る
会
社
に
限
り
ま
す
。

会
社
名
は
チ
ケ
ッ
ト
交
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
方
法
　
該
当
す
る
障
害
者
手

帳
を
持
参
の
上
、
直
接
福
祉
課

障
害
者
福
祉
担
当
ま
た
は
各
支

所
生
活
課
福
祉
担
当
へ
。
週
２

回
以
上
通
院
し
て
い
る
方
は
、

通
院
報
告
書
（
用
紙
は
福
祉
課

に
用
意
）
が
必
要
で
す
。

交
付
方
法
　
チ
ケ
ッ
ト
は
申
請
後
、

郵
送
し
ま
す
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
（
緯
　
・
２
１
１
３
）

６５

介
護
者
の
つ
ど
い

　
介
護
者
同
士
で
介
護
へ
の
悩
み

や
将
来
の
不
安
、
日
々
の
思
い
を

少
し
で
も
共
有
し
、
ス
ト
レ
ス
を

軽
く
し
て
い
た
だ
く
場
で
す
。
ま

た
、
知
識
や
技
術
を
学
び
実
際
の

介
護
に
も
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
介
護
相
談
も
し
て
い
ま

す
の
で
、
１
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
介
護
を
し
て

い
る
方

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
後
１
時

１２

１７

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
吉
良
町
公
民
館
会
議
室
１

（
２
階
）

内
容
　
講
義
『
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』
、

個
別
介
護
相
談

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
直
接
ま
た
は
電

話
で
吉
良
幡
豆
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
６
６
７
７

６２

／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
は

と
の
郷
内
）
へ
。

広広報報平成２５年１１月１日号 ２２４４

介
護
者
の
つ
ど
い

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
手
当
額
を
変
更

▼手当額の変更内容

変   更   後変   更   前種  別手  当  名  称

４１，１４０円４１，４３０円全部支給

児童扶養手当 ４１，１３０円～

 ９ ，７１０ 円

４１，４２０円～

 ９ ，７ ８ ０ 円
一部支給

５０，０５０円５０，４００円１級
特別児童扶養手当

３３，３３０円３３，５７０円２級

心
身
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
振

り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を

振
り
込
み
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
親
子
ク

リ
ス
マ
ス
会

西
三
河
地
方
史
連
絡
協
議

会
研
究
発
表
大
会



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

介
護
マ
ー
ク
を
配
布
し
ま
す

　
認
知
症
の
方
の
介
護
は
、
他
の

人
か
ら
見
る
と
介
護
を
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
誤

解
や
偏
見
を
持
た
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
介
護
す
る
方
が
、
介
護

中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
「
介
護
マ
ー

ク
」
（
吊
り
下
げ
名
札
タ
イ
プ
、

縦
　
尺
×
横
　
尺
）
を
作
成
し
ま

７.４

１０

し
た
。
希
望
す
る
方
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
長
寿
課
ま
た
は
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け

た
ら
、
温
か
く
見
守
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
先
　
長
寿
課
地
域
支
援
事
業

担
当
　
緯
　
・
２
１
２
０
）

６５

保
険
料
な
ど
の
納
付
済
額
の
お
知

ら
せ
を
送
付

　
所
得
税
の
確
定
申
告
、
市
県
民

税
の
申
告
の
際
、
社
会
保
険
料
控

除
用
と
し
て
使
用
す
る
保
険
料
な

ど
の
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
を
お

送
り
し
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料

　
平
成
　
年
分
の
「
国
民
年
金
保

25

険
料
控
除
証
明
書
」
が
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

送
付
時
期
　
　
月
上
旬
（
　
月
1

11

10

日
以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料

を
納
め
た
方
は
　
年
1
月
下
旬
）

26

問
合
先
　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0

5
7
0
・
0
7
0
・
1
1
7
／

　
年
3
月
　
日
晶
ま
で
の
午
前

26

14

8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
）
、

30

15

刈
谷
年
金
事
務
所
（
緯
0
5
6

6
・
　
・
2
1
5
9
ま
た
は
2

21

1
1
5
）

●
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

　
平
成
　
年
中
の
国
民
健
康
保
険

25

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
納
付
済
額
の
お
知
ら

せ
（
社
会
保
険
料
控
除
用
）
を
送

付
し
ま
す
。

　
こ
の
お
知
ら
せ
に
は
、
平
成
　25

年
１
月
か
ら
　
月
ま
で
の
１
年
間

12

に
、
市
に
納
め
ら
れ
た
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
介
護
保
険
料
の
額
を
そ
れ
ぞ

れ
記
載
し
ま
す
。
個
人
情
報
を
保

護
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
個
人

ご
と
に
お
送
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
納
税
義
務
者
で

あ
る
世
帯
主
宛
て
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期
　
　
年
１
月
下
旬

26

※
お
知
ら
せ
が
届
く
前
に
納
付
済

額
の
確
認
が
必
要
に
な
る
方
は
、

保
険
年
金
課
ま
た
は
長
寿
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

窓
口
で
申
請
す
る
場
合
に
は
、

申
請
者
の
本
人
確
認
で
き
る
運

転
免
許
証
な
ど
の
提
示
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
本
人
ま
た
は
同

居
の
親
族
以
外
の
方
、
事
業
所

な
ど
が
代
理
申
請
す
る
場
合
に

は
、
委
任
状
（
本
人
の
認
印
が

押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
）
が
必

要
で
す
。

問
合
先
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
担
当
（
緯
　
・
2
1
0
3
）

65

・
国
民
年
金
担
当
（
緯
　
・
2

65

1
0
4
）
・
医
療
担
当
（
緯
　65

・
2
1
0
5
）
、
長
寿
課
保
険

料
担
当
（
緯
　
・
2
1
1
8
）

65

保
健

お
父
さ
ん
の
育
児
サ
ロ
ン

対
象
　
生
後
４
か
月
以
上
の
ひ
と

り
歩
き
を
し
て
い
な
い
お
子
さ

ん
と
そ
の
父
親

日
時
　
　
月
　
日
抄
　
午
前
９
時

１１

２３

　
分
～
　
時
　
分
　

３０

１１

３０

　
※
出
入
り
は
自
由
。

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
親
子
遊
び
、
育
児
相
談
、

身
体
計
測
な
ど

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
お
む
つ
、
着
替
え
な

ど
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）

５７

２５ 平成２５年１１月１日号広報

保
険
料
な
ど
の
納
付
済
額

の
お
知
ら
せ
を
送
付

介
護
マ
ー
ク
を
配
布
し
ま
す

○

○

○

○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　市では、広報にしおへ掲載する有

料広告を募集しています。

　詳しくは、秘書課広報担当または

市指定広告代理店（㈱エムアイシー

グループ／緯５６・５１１１）に用意して
ある「広告申込の手引き」をご覧く

ださい。市ホームページからもダウ

ンロードできます。

問合先　秘書課広報担当 （緯６５・２１５９）

広告募集広告募集中中

お
父
さ
ん
の
育
児
サ
ロ
ン

申込期間　１１月６日昌～１３日昌

入居可能日　１月１日抄

抽選日時　１１月２０日昌　午前１０時開始

その他　単身者向は年齢などに制限があり

ます。また、上記以外で随時入居できる

住宅を用意できる場合があります。

申込・問合先　建築課管理・住宅担当（緯
６５・２１４６）

戸　数家賃 （円）間 取 り住　宅　名

１
（一般・単身者向）

３，３００

～６，５００

平屋

２ K 水洗
野々宮住宅

（野々宮町茶木２）

１
（一般・単身者向）

１４，２００

～２６，８００

２階

２Ｄ K 水洗
鳥羽第２住宅

（鳥羽町十三新田１-３２）

■市の人市の人口口（１０月１日現在）
　○総数　１６９，８９９人　前月比＋８０人
　　男性　８５，４９５人　女性　８４，３９４人
　○世帯数　５８，８０７世帯　前月比＋１００
■市内の交通（人身）事故
　９月　７６件（６５０件）
　負傷者　８９人（７６９人）
　死亡者　０人（３人）
■市内の火災　９月　７件（６２件）
■救急車の出動回数
　９月　５２６件（４，７１０件）

※（　）は１月からの累計

西尾市のデー西尾市のデータタ



小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ

い
て

　
　
月
１
日
か
ら
、
小
児
用
肺
炎

１１
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
７
価
か
ら
　
価
１３

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
　
価
の

１３

ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
球
菌
の
成
分

が
新
た
に
６
種
類
追
加
さ
れ
、
計

　
種
類
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

１３す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
よ
り
も

多
く
の
種
類
に
対
し
て
予
防
効
果

が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
現
在
お
持
ち
の

「
小
児
用
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防

接
種
予
診
票
兼
接
種
依
頼
書
」
は
、

そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）
、
吉
良

５７

保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０

３２

０
１
）

高
血
圧
症
予
防
教
室

対
象
　
市
内
在
住
の
　
歳
以
下
で
、

６４

次
の
①
と
②
に
該
当
す
る
方
や

そ
の
家
族

①
最
高
血
圧
１
４
０
勺
　
以
上
、

Hg

ま
た
は
最
低
血
圧
　
勺
　
以

９０

Hg

上
の
方

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重
［
手
］
÷
身

長
［
杓
］
÷
身
長
［
杓
］
）

　
以
上
の
方

２５

日
時
　
　
月
　
日
晶
、
　
月
５
日

１１

２９

１２

昭
の
全
２
回
　
午
前
９
時
　
分
３０

～
正
午

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容▼

１
回
目
…
高
血
圧
症
予
防
の

講
義
　

▼
２
回
目
…
上
手
に
塩
分
を
減

ら
す
こ
つ
を
学
び
、
薄
味
料

理
の
試
食
を
し
ま
す

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
昭
～

１１

　
日
昌
に
電
話
で
西
尾
市
保
健

２０セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）

５７

へ
。

そ
の
他
　
通
院
中
の
方
は
主
治
医

に
相
談
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

税固
定
資
産
税
証
明
書
の
名
称
変
更

　
　
月
５
日
か
ら
、
固
定
資
産
税

１１
「
所
有
者
証
明
書
」
と
「
課
税
証

明
書
」
の
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

証
明
内
容
は
名
称
変
更
前
と
同
じ

で
す
。

名
称
変
更

▼
所
有
者
証
明
書
→
資
産
証
明

書
▼
課
税
証
明
書
→
公
課
証
明
書

問
合
先
　
税
務
課
土
地
担
当
（
緯

　
・
２
１
２
６
）
、
家
屋
担
当

65
（
緯
　
・
２
１
２
８
）

65

募
集

西
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
を

募
集

採
用
職
種
　
生
活
指
導
員
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）

受
験
資
格
　
介
護
福
祉
士
と
普
通

自
動
車
運
転
免
許
の
資
格
を
有

す
る
方

募
集
人
員
　
１
人

勤
務
内
容
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
吉
良
町
）
利
用
者
の
介

護
や
送
迎
な
ど
　

採
用
予
定
日
　
　
年
１
月
１
日

２６

試
験
内
容
　
作
文
と
面
接

試
験
日
　
　
月
　
日
晶

１１

２２

試
験
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間
　
　
月
１
日
晶
～
　
日

１１

１５

晶
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

３０

時
　
分
１５

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

提
出
書
類
（
各
１
通
）

①
受
験
申
込
書
（
同
協
議
会
に

用
意
）

②
資
格
証
明
書
の
写
し
（
免
許

等
取
得
者
）

③
学
業
成
績
証
明
書

④
卒
業
証
明
書

　
※
提
出
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。
　

申
込
・
問
合
先
　
提
出
書
類
を
持

参
の
上
、
直
接
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
緯
　
・
５
９
０
０
／
総

５６

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
。

そ
の
他
　
郵
便
に
よ
る
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん

相
談

多
重
債
務
者
無

料
巡
回
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

な
ど
の
借
金
で
悩
ん
で
い
る
方
を

対
象
に
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
法
律
の
専
門
家
や
消
費
生

活
相
談
員
が
応
対
し
ま
す
。
相
談

は
面
談
で
行
い
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　
多
重
債
務
は
き
ち
ん
と
し
た
手

続
き
を
と
れ
ば
必
ず
解
決
で
き
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
後
１
時

１１

１４

～
４
時

場
所
　
市
役
所
多
目
的
室
Ａ
（
１

階
）

問
合
先
　
商
工
観
光
課
商
工
担
当

（
緯
　
・
２
１
６
８
）

６５

　
市
で
は
、
就
職
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
や

大
学
・
高
校
な
ど
を
卒
業
後
も
未

就
職
状
態
の
方
、
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規
雇
用
の
方

な
ど
が
早
期
に
就
職
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
た
め
、
県
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
若
年
者
向
け
の
就

職
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

対
象
　
　
歳
未
満
の
求
職
者
（
学

４５

生
を
含
む
）
ま
た
は
そ
の
家
族

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
後
１
時

１１

２６

～
４
時

※
相
談
時
間
は
１
回
　
分
以
内
。

５０

場
所
　
市
役
所
　
相
談
室
（
３
階
）

３１

定
員
　
３
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昇
ま

１１

１９

で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
商
工

観
光
課
商
工
担
当
（
緯
　
・
２

６５

１
６
８
）
へ
。

広広報報平成２５年１１月１日号 ２２６６

小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
が
　
価
に
変
更

１３

固
定
資
産
税
証
明
書
の
名
称
変
更

若
年
者
向
け
の
就
職
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

多
重
債
務
者
無
料
巡
回
相
談

会
の
お
知
ら
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

を
募
集

高
血
圧
症
予
防
教
室



縦
覧

西
尾
吉
山
土
地
区
画
整
理
組
合
の

事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

　
西
尾
吉
山
土
地
区
画
整
理
組
合

が
行
う
、
事
業
計
画
変
更
の
図
書

の
縦
覧
を
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
　
月
6
日
昌
～
　
日

11

19

昇
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

30

時※
土
・
日
曜
日
は
市
役
所
当
直

室
（
１
階
）で
縦
覧
で
き
ま
す
。

そ
の
他
　
当
該
事
業
計
画
に
利
害

関
係
の
あ
る
方
は
、
　
月
3
日

12

昇
ま
で
に
県
知
事
に
対
し
て
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

縦
覧
場
所
・
問
合
先
　
都
市
計
画

課
市
街
地
整
備
担
当
（
緯
　
・
65

２
１
４
５
）

そ
の
他

今
月
の
納
期

納
期
限
　
　
月
２
日
捷

１２

対
象
税
な
ど
　
▼
国
民
健
康
保
険

税
（
普
通
徴
収
分
）
…
第
５
期

分
　
▼
介
護
保
険
料
（
普
通
徴

収
分
）
…
第
５
期
分
　
▼
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
分
）
…
第
５
期
分

※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
収
納
課
管
理
担
当
（
緯

　
・
２
１
３
２
）

６５
　
電
気
自
動
車
用
普
通
充
電
器
を

設
置
し
ま
し
た

　
　
月
　
日
か
ら
市
内
３
か
所
に

１０

３１

電
気
自
動
車
用
普
通
充
電
器
を
設

置
し
ま
し
た
。
電
気
自
動
車
や
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

設
置
場
所

　
①
道
の
駅
に
し
お
岡
ノ
山

　
②
一
色
さ
か
な
広
場

　
③
憩
の
農
園
（
福
地
地
区
観
光

　
案
内
所
）

利
用
時
間

　
①
午
前
６
時
～
午
後
　
時
１０

　
②
午
前
５
時
～
午
後
５
時

　
③
午
前
９
時
～
午
後
６
時

利
用
料
金
　
各
所
と
も
に
１
時
間

１
０
０
円

充
電
器
仕
様
　
２
０
０
V

問
合
先
　
商
工
観
光
課
商
工
観
光

担
当
（
緯
　
・
２
１
６
８
）

６５

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

　
市
消
防
本
部
で
は
、
　
月
９
日

１１

か
ら
　
日
ま
で
、
秋
の
火
災
予
防

１５

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
全
国
統
一
標
語

　
『
消
す
ま
で
は
　

　
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

●
消
防
本
部
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
主
な
行
事

①
市
消
防
団
連
合
会
防
火
パ
レ

ー
ド
お
よ
び
商
業
施
設
に
お

け
る
啓
発
品
の
配
布

②
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
路
上

立
入
検
査

③
空
地
や
空
家
の
調
査

④
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
促
進
Ｐ
Ｒ

⑤
市
内
保
育
園
で
防
火
講
話

●
放
火
が
多
発
し
て
い
ま
す

　
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
な
ど
、
放
火
さ
れ
に

く
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
放
火

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
目
で
放
火
に
よ
る
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　
　
年
６
月
１
日
か
ら
全
て
の
住

２３
宅
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
市
内
で
発
生
し
た
住
宅
火

災
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
い
た
お
か
げ
で
火
災
を
早

期
に
発
見
し
、
大
火
に
至
ら
な
か

っ
た
事
案
が
３
件
あ
り
ま
し
た
。

全
国
で
も
多
数
の
奏
功
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

を
未
然
に
、
ま
た
早
期
に
知
ら
せ
、

家
族
の
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要

で
す
。
ま
だ
設
置
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
が
必
要
な
場
所
は
、
台
所
、

寝
室
（
寝
室
が
２
階
の
場
合
は
階

段
も
）
、
間
取
り
に
よ
っ
て
は
廊

下
な
ど
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
市
消
防
本
部
予
防
課
予

防
査
察
担
当
（
緯
　
・
２
１
４

５６

３
）

電
車
で
行
こ
う

日
時
　
　
月
　
日
抄
・
　
日
掌
　

１１

２３

２４

午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

場
所
　
愛
知
こ
ど
も
の
国

内
容
な
ど
　
①
つ
み
木
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
つ
み
木
遊
び
）
…
中

央
広
場
　
②
竹
竹
バ
ン
ブ
ー
隊

と
遊
ぼ
う
（
竹
楽
器
作
り
）
…

ゆ
う
ひ
が
丘
　
③
切
り
ま
く
り

掘
り
ま
く
り
（
木
を
切
る
体
験

な
ど
）
…
あ
さ
ひ
が
丘

※
当
日
受
け
付
け
で
定
員
が
あ
り

ま
す
。
②
、
③
は
　
日
掌
の
み

２４

開
催
。

問
合
先
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
（
緯

　
・
４
１
５
１
）

６２
　　

蒲
郡
中
心
部
の
移
り
変
わ
り
を

写
真
・
地
図
・
古
文
書
な
ど
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
１
日
晶
～
　
日
掌
　

１１

２４

午
前
　
時
～
午
後
５
時
（
入
館

１０

は
午
後
４
時
　
分
ま
で
）

３０

　
※
月
曜
日
、
　
日
昇
を
除
く
。

１９

場
所
　
蒲
郡
市
博
物
館
１
階
　
特

別
展
示
室
（
蒲
郡
市
栄
町
）
　

※
名
鉄
蒲
郡
駅
か
ら
徒
歩
約
８

分
。

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
蒲
郡
市
博
物
館
（
緯
0

5
3
3
・
　
・
1
8
8
1
）
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緯 ２
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今
月
の
納
期

２７ 平成２５年１１月１日号広報

西
尾
吉
山
土
地
区
画
整
理
組

合
の
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

秋
の
火
災
予
防
運
動

電
気
自
動
車
用
普
通
充
電

器
を
設
置
し
ま
し
た

企
画
展
 駅
と
ま
ち
な
み

の
移
り
変
わ
り

愛
知
こ
ど
も
の
国

し
ぜ
ん
あ
そ
び
フ
ェ
ス

▲明治時代開業当時の蒲郡駅



第
1
回
「
B
級
ご
当
地
水
族
館
の

祭
典
！
」

　
「
〃
B〃

q
u
a
r
i
u
m
‐

1
グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
題
し
、
来
館

者
の
投
票
で
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

Ｂ
級
水
族
館
を
決
定
し
ま
す
。

※
Ｂ
級
水
族
館
と
は
、
A
級
的

な
、
都
会
の
大
型
水
族
館
で

は
な
く
、
地
域
密
着
型
の
、

よ
い
意
味
で
B
級
な
水
族
館

の
こ
と
で
す
。

日
時
　
　
月
2
日
松
～
　
月
2
日

11

12

捷
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
火
曜
日
を
除
く
。

場
所
　
竹
島
水
族
館
（
蒲
郡
市
竹

島
町
）

※
名
鉄
蒲
郡
駅
か
ら
徒
歩
約
　１５

分
。

参
加
予
定
水
族
館
　
室
蘭
市
立
室

蘭
水
族
館
（
北
海
道
室
蘭
市
）、

東
海
大
学
海
洋
科
学
博
物
館

（
静
岡
県
静
岡
市
）
、
和
歌
山
県

立
自
然
博
物
館
（
和
歌
山
県
海

南
市
）、す
さ
み
海
立
エ
ビ
と
カ

ニ
の
水
族
館
（
和
歌
山
県
西
牟

婁
郡
す
さ
み
町
）
、
宮
津
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
所
水
族
館
「
丹
後
魚

っ
知
館
」
（
京
都
府
宮
津
市
）、

伊
豆
三
津
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

（
静
岡
県
沼
津
市
）、
志
摩
マ
リ

ン
ラ
ン
ド
（
三
重
県
志
摩
市
）

問
合
先
　
竹
島
水
族
館
（
緯
0
5

3
3
・
　
・
2
0
5
9
）
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　３年間の生活文化科の学習成果

を発表します。ぜひ、お越しくだ

さい。 ▼期日／１２月２１日松 ▼時間

／受け付け＝午後０時１０分～１時、

展示見学＝午後０時１０分～３時１０

分の開演前・休憩時、舞台発表＝

午後１時１０分～３時１０分 ▼場所／

吉良高等学校体育館 ▼内容／ファ

ッションショー、こども劇場、食

物展示など ▼申込・問合先／１１月

２２日晶までに、電話で吉良高等学

校（緯３２・２２３１）へ。

　骨髄移植を待つ多くの患者の命

を救うために、ご協力をお願いし

ます。 ▼対象／１８歳～５４歳の健康

な方。既往歴などにより、登録で

きない場合もあります。 ▼日時／

１１月１０日掌午前９時３０分～１１時、

午後１時～３時 ▼場所／コミュニ

ティ公園（きらまつり会場） ▼内容

／ビデオによる説明と２朱の採血

（所要時間約２０分） ▼申込・問合

先／１１月８日晶までに西尾保健所

環境・食品安全課（緯５６・５２４１）
へ。※当日申し込みもできます。

　高校受験を控えている方の保護

者を対象に進路説明会を開催しま

す。 ▼募集種目と受付期間／推薦

…１１月１日晶～１２月６日晶、一般

…１１月１日晶～２６年１月１０日晶 ▼

進路説明会日時／①１１月７日昭午

後４時～６時　②１１月２１日昭午後

４時～６時 ▼場所／自衛隊岡崎出

張所（岡崎市朝日町） ▼申込・問

合先／自衛隊岡崎出張所（緯０５６４
・２１・７３０３）

▼対象／主に在職中の障害がある

方で、基本的なパソコン操作がで

きる方 ▼訓練コース／①パワーポ

イント　②Exce l 2007マクロ、Ｖ

ＢＡ（マクロプログラムの作成）

▼日時など／①１１月２４日掌、１２月

１日掌全２回　②１２月７日松・１４

日松全２回 ▼定員／各１０人（応募

者多数の場合は抽選） ▼受講料／

無料 ▼申込期限／①１１月１５日晶、

②１１月２９日晶、※申し込み方法な

ど詳しくはお問い合わせください。

▼申込・問合先／愛知障害者職業

能力開発校（緯０５３３・９３・２１０２／
胃０５３３・９３・６５５４／豊川市一宮町）

　西尾税務署では、年末調整説明

会と個人青色申告者の決算説明会

を開催します。◎法人・官公庁な

ど・個人申告者の年末調整説明会

▼期日／１１月２１日昭 ▼時間など／

納税地が一色・吉良・幡豆地区の

方＝午前１０時～正午、納税地が西

尾地区の方＝午後１時３０分～３時

３０分 ▼場所／文化会館小ホール ▼

その他／１１月上旬に郵送する関係

書類をお持ちください。◎個人青

色申告者の決算説明会 ▼日時／１１

月２２日晶午前１０時～正午 ▼場所／

西尾商工会議所 ２ ０ １ 会議室（寄住

町） ▼その他／青色申告決算書は

事前に郵送せず、確定申告書に同

封して郵送します。必要な方には、

当日会場で配布します。年末調整

の説明は、個人青色申告者決算説

明会でも行います。ｅ－Ｔａｘを

利用した方には、確定申告書や青

色申告決算書（収支内訳書）など

の書類は郵送しません。 ▼問合先

／西尾税務署（緯５７・３１１１）（年
末調整説明会…法人課税第一部門

源泉担当、個人青色申告者決算説

明会…個人課税第一部門指導担当、

法定調書および合計表…管理運営

・徴収部門資料担当）※電話は自

動音声で案内しますので、問い合

わせの際は「２」を選択してくだ

さい。

　労働保険は労働災害や失業等の

際に保険給付を行う労働者にとっ

て大変重要な制度です。１人でも

雇用したら、事業主の方は速やか

に加入手続きをしてください。問

合先／西尾公共職業安定所（緯５６
・３６２２）、岡崎労働基準監督署西

尾支署（緯５７・７１６１）

　ＤＶ、セクハラ、ストーカー行

為など、女性の人権問題に対する

電話相談を行います。相談内容の

秘密は固く守られますので気軽に

ご相談ください。 ▼日時／１１月１８

日捷～２４日掌午前８時３０分～午後

７時（土・日曜日は午前１０時～午

後５時） ▼相談員／人権擁護委員

▼相談電話番号／女性の人権ホッ

トライン緯０５７０・０７０・８１０（全国
共通ナビダイヤル） ▼問合先／名

古屋法務局人権擁護部（緯 ０ ５ ２ ・
９５２・８１１１）

情情 報報 通通 信信

自衛隊「高等工科学校生徒自衛隊「高等工科学校生徒」」
進路説明進路説明会会

募集

創創立立５５００周年記念周年記念　吉良高等学校生吉良高等学校生活活
文化科文化科第第２８２８回卒業研究作品発表回卒業研究作品発表会会

催し

年末調整説明会と個人青色申年末調整説明会と個人青色申告告
者の決算説明者の決算説明会会

その他

障害者スキルアップ講座（在障害者スキルアップ講座（在職職
者訓練）受講者募者訓練）受講者募集集

募集

骨髄ドナー登録会の開骨髄ドナー登録会の開催催

福祉

女性の人権ホットライ女性の人権ホットラインン

相談

広広報報平成２５年１１月１日号 ２２８８

第
1
回
B
級
ご
当
地
水
族

館
の
祭
典

１１１１月は労働保険適用推進月月は労働保険適用推進月間間

その他



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

２９ 平成２５年１１月１日号広報

　近代日本彫刻の

礎を築いた一人で

ある彫刻家・高村

光太郎の生誕 １ ３ ０ 

年を記念して開催

する展覧会です。

光太郎の原点とい

える木彫作品をは

じめ、影響を受け

たロダンや同時代

の彫刻家たちの作

品、妻・智恵子の

紙絵を併せてご紹

介することで、そ

の造形世界を見つ

め直します。

日時　１１月１日晶～１２月１５日掌　午前１０時～午後

６時（最終入場は午後５時３０分）

※月曜日を除く。ただし１１月４日承は開館し、

翌５日昇を休館。

場所　碧南市藤井達吉現代美術館（碧南市音羽町）

観覧料　一般＝７００円（５６０円）、高大生＝５００円（４００

円）、小中学生＝３００円（２４０円）

※就学前のお子さん、各種障害者手帳をお持ち

の方と付き添い1名は無料。（　）内は２０人以

上の団体割引料金。

問合先　碧南市藤井達吉現代美術館（緯０５６６・４８

・６６０２）

日時　１１月２日松～１２月２３日抄　午前１０時～午後

５時（最終入場は午後４時３０分）

※月曜日と１１月５日昇を除く。ただし１１月４日

承、１２月２３日抄は開館。

場所　岡崎市美術博物館（岡崎市高隆寺町）

内容　いにしえから近代に至るまで、洋の東西を

問わず、人々の「祈り」や「願い」などを表現

した資料や美術品を紹介します。

観覧料　一般＝５００円（４００円）、小・中学生＝２５０円

（２００円）

※各種障害者手帳をお持ちの方とその介助者は

無料。（　）内は２０人以上の団体割引料金。

問合先　岡崎市美術博物館（緯０５６４・２８・５０００）

　春と秋に花を

咲かせるシキザ

クラと紅葉との

コラボレーショ

ン。里山を彩る

幻想的な風景を

お楽しみくださ

い。

期間　１１月１日

晶～３０日松

場所　小原ふれあい公園（豊田市小原町）、和紙

のふるさと（豊田市永太郎町）、川見四季桜の

里（豊田市川見町）ほか　

その他　愛知環状鉄道八草駅から直行シャトルバ

スを運行します。

問合先　豊田市小原観光協会（緯０５６５・６５・３８０８）

日時　１１月3日抄　午前９時３０分～午後３時

　※雨天決行。

場所　緑と花のセンター（みよし市打越町）

内容

①農業まつり…農畜産物の即売やおにぎり、お

しるこなどの無料配布

②商工まつり…飲食店・事業所のおすすめ品の

販売など

③子ども会まつり…子ども会指導者によるレク

リエーションなど

④長野県木曽町三岳地区、北海道士別市、福島

県いわき市の特産物の販売や福祉団体のバザ

ー、自衛隊による特殊車両の展示、尾三消防

本部によるはしご車の乗車体験、文化活動団

体等の活動ＰＲなど

その他　みよし市南部地区コミュニティ広場（み

よし市打越町）、みよし市立南部小学校（みよ

し市明知町）、みよし市立南中学校（みよし市

打越町）に臨時駐車場を用意。トヨタ自動車明

知工場北側駐車場（みよし市明知町）からシャ

トルバスを運行します。

問合先　緑と花のセンター（緯０５６１・３４・６１１１）

生誕１３０年 彫刻家 高村光太郎展碧碧碧碧碧碧碧碧碧碧碧南南南南南南南南南南南

▲高村光太郎『手』1918年頃
　個人蔵　撮影…髙村規

祈・PRAY－古今東西祈りの風景－岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎

小原四季桜まつり豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田

産業フェスタみよし２０１３みみみみみみみみみみよよよよよよよよよよみよししししししししししし

▲川見四季桜の里



　
私
の
地
元
、
室
町
天
王
神
社
で
行

わ
れ
て
い
る
「
天
王
祭
」
に
つ
い
て

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
７
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て

い
た
こ
の
祭
礼
は
、
西
尾
祇
園
祭
と

日
に
ち
が
重
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
か
ら
第
３

日
曜
日
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

天
王
祭
を
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
の
起
源
は
古
く
、
室
町

時
代
の
末
（
約
４
５
０
年
前
）
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
疫
病
の
大

流
行
が
あ
っ
た
た
め
『
尾
張
津
島
神

社
』
の
分
霊
を
祭
り
ま
し
た
。
大
鳥

居
を
持
っ
て
町
内
を
練
り
歩
き
、
こ

れ
に
触
れ
る
者
を
な
ぎ
払
う
こ
と
に

よ
り
疫
病
を
も
払
う
奇
祭
と
し
て
現

在
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
分
霊
を
祭
る
「
中
屋

敷
」
と
い
う
地
名
を
地
元
で

は
「
天
王
」
と
呼
ん
で
い
る

の
も
、
古
く
か
ら
祭
礼
を
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

　
式
典
を
下
屋
敷
の
岡
田
宮

司
宅
で
行
い
、
県
道
西
尾
吉

良
線
を
獅
子
舞
や
、
花
火
を

出
し
な
が
ら
8
0
0
メ
ー
ト

ル
先
の
天
王
広
場
へ
進
み
ま

す
。
昔
は
鳥
居
を
振
る
い
な

が
ら
勇
壮
剛
毅
に
練
り
歩
い

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
交

通
安
全
に
配
慮
し
、
天
王
祭

り
場
と
そ
の
周
辺
の
み
で
鳥

居
ゆ
す
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

疫
病
除
け
と
し
て
白
飯
で
、
小
豆
の

入
ら
な
い
赤
飯
「
コ
ハ
メ
シ
」
が
振

る
舞
わ
れ
ま
す
。
天
王
祭
り
場
で
は

　
歳
と
　
歳
の
厄
男
た
ち
が
、
ヒ
ノ

２５

４２

キ
の
太
い
丸
太
で
で
き
た
鳥
居
の
白

提
灯
に
火
を
と
も
し
て
疫
病
を
払
う

た
め
に
前
後
に
力
強
く
振
り
ま
す
。

4
・
５
回
振
る
う
ち
に
火
は
消
え
ま

す
。
そ
の
後
、
鳥
居
を
横
に
し
て
境

内
を
ぐ
る
ぐ
る
回
り
ま
す
。
こ
の
鳥

居
ゆ
す
り
は
「
美
し
い
愛
知
づ
く
り

景
観
資
源
6
0
0
選
」
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
他
の
津
島
神
社
や
そ
の
分

霊
を
祭
っ
て
い
る
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
な
く
、
大
変
珍
し
い
祭

り
と
い
え
ま
す
。

広広報報平成２５年１１月１日号 ３３００

室
町
の
天
王
祭
「
鳥
居
ゆ
す
り
」

　
厄
男
た
ち
が
勇
壮
に
鳥
居
を
振
る
う

広報サポーター
長谷輝夫さん（室町）

▲世帯の数だけともされるちょうちんが、祭
り情緒を盛り上げていました。

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
公
募
に
よ
り
選
ば

れ
た
市
民
記
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
の
目
線
で
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

徳川家康の父、松平広忠より奉納されたと伝えられている「三
つ葉葵の紋」を付けた法被をまとい、鳥居を大きく揺さぶる厄
男たち。全てのちょうちんの火が消えるまで振り、その後鳥居
を担ぎ、場内を威勢よく回っていました。



漁
獲
の
地
域
や
時
期
、
味
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
著
者
の
 奥
  倉
 

お
く
 く
ら

 辰
  行
 （？
～
１
８
５
９
）は
、
江
戸

た
つ
 ゆ
き

神
田
の
青
物
商（
八
百
屋
）で
し
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
が
巧
み
で
、
そ

れ
を
認
め
た
考
証
学
者
の
 狩
  谷
 

か
り
 
や

 　
 

え
き

 斎
 の
助
言
で
毎
日
魚
市
場
へ
通
い
、

さ
い魚

類
の
観
察
や
精
密
な
写
生
に
傾

注
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
青

物
商
が
魚
市
場
へ
日
参
す
る
と
は

面
白
い
で
す
ね
。
そ
の
か
い
あ
っ

て
、
魚
仙
と
号
し
、
１
０
０
０
種

を
超
す
魚
類
の
彩
色
図
譜
を
著
し

ま
し
た
。
こ
の『
水
族
写
真
』も
、

「
鯛
部
」を
第
1
巻
と
し
て
、
以
下

ほ
か
の
魚
の
部
も
続
刊
予
定
で
あ

っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
刊
行
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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（一色町）
平成２３年４月生まれ

岸元  優  樹 くん
ゆう き

車遊びが大好きな優樹。
優しいお兄ちゃんにな
ってネ☆

（寺津町）
平成２３年１１月生まれ

酒井  希  織 ちゃん
き おり

どんな表情も愛らしい
希織♪生まれてきてく
れて、ありがとう。

（道光寺町）
平成２４年５月生まれ

浅野目  椋 
りょう

 介 くん
すけ

いつも笑顔の椋くん竃
毎日パパとママを癒や
してくれてありがとう。

（伊藤四丁目）
平成２３年３月生まれ

福川 うららちゃん

お世話好き、しっかり
者のうららちゃん。小
さなママだね！

（米津町）
平成２４年３月生まれ

角谷  心  華 ちゃん
この か

お出掛け大好きこのち
ゃん竃元気いっぱい優
しい子に育ってね!!

（一色町）
平成２４年４月生まれ

古居  大  空 くん
そ ら

大空くんの笑顔で家族
も元気！生まれてきて
くれて、ありがとう竃

（富山町）
平成２３年１１月生まれ

大矢  開  登 くん
かい と

開登竃輝く未来を切り
開いて、強い心で登っ
ていけますように…☆

（戸ケ崎五丁目）
平成２４年５月生まれ

中島  翔 
しょう

 太 くん
た

毎日ステキな笑顔をあ
りがとう！元気に、す
くすく育ってね竃

　
タ
イ
ト
ル
に
あ
る「
写
真
」と
は
〝真
実
を
写
す
も
の〟
の
意
で
、
カ
メ
ラ
舶
来
以
前

は
、
本
物
そ
っ
く
り
に
描
い
た
肖
像
画
や
写
生
図
の
こ
と
を
指
す
言
葉
で
し
た
。
本

書
は
、
安
政
４（
１
８
５
７
）年
刊
行
の
２
冊
組
み
の
魚
譜
で
す
。
『
水
族
写
真
・
鯛

部
』
と
題
し
た
上
巻
に
は
、
マ
ダ
イ
や
ク
ロ
ダ
イ
を
は
じ
め「
タ
イ
」と
名
の
付
く
　９０

種
の
魚
（
中
に
は
オ
ニ
ダ
イ
＝
マ
ツ
カ
サ
ウ
オ
な
ど
タ
イ
の
仲
間
で
な
い
も
の
も
含

む
）
の
精
密
な
多
色
刷
り
木
版
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
ぶ
り
な
う
ろ
こ
の
型

押
し
を
施
し
た
朱
色
の
表
紙
は
、
タ
イ
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

別
冊
の
解
説
文
編『
水
族
写
真
鯛
部
説
』に
は
、
各
魚
の
方
言
や
漢
名
、
詳
細
な
形
態
、

水
族
写
真

（
　
―
　
）
２
冊

３８

３６

岩
瀬
文
庫
学
芸
員
　
林
知
左
子

▲

本
書
は
た
だ
い
ま
開
催
中
の
岩
瀬
文
庫
企
画
展
「
魚
・
サ

カ
ナ
・
さ
か
な
」
に
出
品
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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慢のお宝、鑑定結果に一喜一憂慢のお宝、鑑定結果に一喜一憂！！

出張！なんでも鑑定団出張！なんでも鑑定団 ini n 西尾西尾自

９／ １１  １０／ １０

んが、依頼人との軽妙なやりとりで会場を盛り上げ、北原照久さんをはじめ

３人の鑑定士がブリキのおもちゃや書画など自慢のお宝を鑑定していました。

「ジャカジャン！」の掛け声で鑑定結果を発表すると、依頼人は本人評価額

との差に一喜一憂。会場は、大きな笑いと歓声に包まれていました。

　９月２２日、文化会館大ホール

でテレビ番組「開運！なんでも

鑑定団」の出張鑑定の公開収録

が行われました。多数の応募者

から抽選で選ばれた約 １ ，２ ０ ０ 人

の観客が見守る中、６人の鑑定

依頼人が登場。司会の石田靖さ

然の中でい～っぱい遊んだ然の中でい～っぱい遊んだョョ

たくましい西尾っ子大たくましい西尾っ子大会会自

　１０月６日、愛知こどもの国でたくましい西尾っ子

大会が行われました。汗ばむほどの秋晴れの中、あ

さひが丘芝生広場に集まった西尾っ子たちは、三ヶ

根マーチングキッズの演奏を聞いたり、輪投げやじ

ゃんけんゲーム、ロープ渡りなど、さまざまなアト

ラクションに挑戦したりして楽しんでいました。中

央広場では消防広場、ゆうひが丘自由広場ではウル

トラヒーローショーも行われ、憧れのヒーローを見

つめる子どもたち瞳はキラキラと輝いていました。
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　９月２９日、中京競馬場（豊明市）

で全国から集まったご当地キャラ

が脚力を競う「第２回ご当地キャ

ラ記念」が開催され、なんと！　

市観光協会の「まーちゃ」が優勝し

ました。まさか勝つとは思ってい

なかったのでビックリしてしまい

ました。ところで「まーちゃ」は男

の子ってこと知ってました？（Ａ）

刈りって難しい刈りって難しいねね

親子で農業体親子で農業体験験稲

者はＪＡ

西三河稲

作青年部

の部員か

ら手ほど

　９月２９日、食育推進事業の一環

として親子農業体験が高河原町地

内のＪＡ西三河高河原資材センタ

ー周辺で行われました。この日は

応募した年長児から小学４年生ま

での親子７組１９人が参加し、稲刈

りや餅つきを楽しみました。参加

きを受け、昔ながらの鎌を使った

稲刈りを体験しました。その後、

昨年収穫したもち米を使って、餅

つきも体験。青年部員の助けを借

りて、重いきねを何度も振り降ろ

し、ついた餅をきな粉やしょう油

をつけて味わっていました。

　１０月６日、愛知こどもの国で行われた「たくましい

西尾っ子大会」のオープニングセレモニーで、子ども

たちの健やかな成長を願って、来場者が一斉に風船を

空に放ちました。高い秋空に吸い込まれていく風船を

みんなでいつまでも眺めていました。

撲と酒を愛好した士郎さ撲と酒を愛好した士郎さんん

尾﨑士郎記念館名品尾﨑士郎記念館名品展展相

品を中心に展示。多くの人を引き付けた士郎の人となりの

一端を感じることができます。そのほか、映画「人生劇場

望郷篇　三州吉良港」（昭和２９年）の吉良でのロケーション

　２６年２月に没５０周年

を迎えるにあたり、現

在、尾﨑士郎記念館で

尾﨑士郎記念館名品展

が開催されています。

この企画展では、士郎

が生涯にわたって愛好

した相撲や酒に関わる

の様子が写真で紹介さ

れ、当時の地元劇場（西

尾劇場、一色朝日座、横

映劇場）のチラシも展示

されています。開催は

２６年３月２日までです

ので、ぜひ一度、足を

お運びください。

吉良町公民館で　吉良町公民館で開開

催。講演会終了後催。講演会終了後、、

専長寺へ移動し実専長寺へ移動し実物物

を見ながら解説がを見ながら解説が行行

われました。国のわれました。国の重重

要文化財を間近で要文化財を間近で見見

学することができ学することができ、、

参加者は感激して参加者は感激していい

ましたました。。

岩瀬文庫連続講座
「専長寺阿弥陀如来坐像」

１０１ ０ //５５

中日ドラゴン　中日ドラゴンズズ

前ヘッドコーチ前ヘッドコーチのの

森繁和氏の講演森繁和氏の講演会会

を開催。ドラゴを開催。ドラゴンン

ズの選手らの裏ズの選手らの裏話話

など、興味深くなど、興味深く楽楽

しいトークを繰しいトークを繰りり

広げていました広げていました。。

市文化事業
森繁和講演会

９９//２２ ９９

汐川さくらを育　汐川さくらを育てて

る会が主催。親子る会が主催。親子連連

れなどの参加者がれなどの参加者がココ

イやフナ、セイゴイやフナ、セイゴなな

どを釣り上げ、大どを釣り上げ、大会会

を楽しみましたを楽しみました。。

市制６０周年記念
汐川つり大会

９９//２２ ２２

　渡りチョウ渡りチョウ・・アサギアサギ

マダラのマーキングマダラのマーキング大大

会やダンス発表、ア会やダンス発表、アーー

ティストライブ、物ティストライブ、物産産

展、フリーマーケッ展、フリーマーケットト

などのイベントでになどのイベントでにぎぎ

わっていましたわっていました。。

１０１ ０ //５５
三ヶ根山秋色フェスティバ
ル２ ０１３
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バ
ー
コ
ー
ド
対
応
の
携

帯
で
読
み
取
る
と
「
モ

バ
イ
ル
＠
西
尾
市
役
所
」

が
閲
覧
で
き
ま
す
。
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書
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全
面
広
告
財
源
確
保
の
た
め
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
市
が
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
広
告
主
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


